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国
際
交
流
と
い
う
と
、
皆
さ
ん
は
何
を
想
像
し
ま
す
か
。

海
外
へ
旅
行
や
留
学
を
す
る
、
外
国
語
を
勉
強
し
て
外
国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
…
な
ど
と
考
え
る
と
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
難
し
い
と

感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
は
そ
ん
な
難
し
い
こ
と
を
し
な
く
て
も
、
外
国
の
こ
と
を
知

り
、
外
国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
内
に
は
、
外
国
人
な
ど
に
日
本
語
を
教
え
る「
二
本
松
国
際
交
流
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア　

ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト
」と
い
う
教
室
が
あ
り
ま
す
。

今
月
号
で
は
、「
ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト
」を
紹
介
し
な
が
ら
、
身
近
な
国
際
交

流
に
つ
い
て
探
り
ま
す
。

　
「
ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト
」の
発
足

は
１
９
９
９
年
５
月
。
た
く
さ

ん
の
具
材
が
入
っ
て
い
る
二
本

松
の
郷
土
料
理「
ざ
く
ざ
く
」の

よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
出
し

合
っ
て
、
み
ん
な
で
良
い
も
の

を
作
り
上
げ
て
い
こ
う
、
と
い

う
思
い
か
ら
、
こ
の
名
前
に
な

り
ま
し
た
。
ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト

で
は
、「
先
生
」「
生
徒
」と
い
う

関
係
は
な
く
、
日
本
語
を
教
わ

る
人
を「
学
習
者
」、
日
本
語
を

教
え
る
人
を「
支
援
者
」と
位
置

づ
け
、
毎
週
金
曜
日
の
午
後
７

時
か
ら
９
時
ま
で
、
二
本
松
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

会
費
は
年
間
千
円
。
高
校
生

以
下
は
半
額
で
、
支
援
者
で
あ

る
日
本
人
も
会
費
を
負
担
し
て

い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
な
ど
は
す

べ
て
学
習
者
が
自
分
で
購
入
し

準
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
教
室
内
は
少
人
数
グ
ル
ー

プ
の
個
別
指
導
で
、
会
話
は
す

べ
て
日
本
語
で
す
。

　

発
足
の
き
っ
か
け
は
、
現
在

ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト
の
代
表
を
務

め
る
菊
地
紀
子
さ
ん
が
、
外
国

料
理
を
作
る
市
民
講
座
に
参
加

し
た
と
き
の
こ
と
で
し
た
。
料

理
を
教
え
て
く
れ
る
外
国
人
が
、

「
日
本
語
を
勉
強
し
た
い
」と
話

し
た
の
で
す
。
そ
の
当
時
、
二

本
松
市
内
に
は
日
本
語
教
室
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
訓
練
所
の
あ
る
二
本
松
で

日
本
語
教
室
が
な
い
の
は
寂
し

い
。
日
本
語
教
室
を
や
ろ
う
。」

と
仲
間
と
一
緒
に
立
ち
上
げ
た

の
で
す
。

　

立
ち
上
げ
の
際
に
は
、
福
島

県
国
際
交
流
協
会
や
、
近
隣
で

活
動
し
て
い
た
日
本
語
教
室

（
当
時
の
岩
代
町
に
も
存
在
）、

市
の
関
係
部
署
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
、
少
し
ず
つ
形
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト
の
学
習
者

は
外
国
人
だ
け
で
は
な
く
、
日

本
人
の
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る

方
も
い
ま
す
。
手
話
の
日
本
語

と
、
書
く
日
本
語
で
は
文
法
が

異
な
る
た
め
、
学
び
に
来
る
の

で
す
。
日
本
語
を
学
び
た
い
人

な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

年
々
増
加
し
て
い
る
、
日
本

に
住
む
外
国
人
。
共
に
暮
ら
し

て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
、
ざ

く
ざ
く
ネ
ッ
ト
に
関
わ
る
人
た

ち
か
ら
考
え
ま
す
。

二
本
松
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 『
ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト
』

身
近
な

国
際
交
流
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二本松市における外国人人口の推移
※住民基本台帳人口より

※�特筆すべきは男性人口の増加で、市内に働きに来る外国人の数が増えていることを
示す結果となっている。

学習者・支援者の皆さん揃っての一コマ。この日集まった学習者の出身地は、インドネシア、ケニア、シリア、中国、フィリピン、ブラジル、
ベトナム。さらに国際交流体験で安達高校の生徒と先生も参加していました。

１

２ ３

１_毎回和やかな雰囲気の中、ざくざくネットの学習は進められる　２_黒
板の『ざくざくネット』の文字は、ベトナム出身の学習者が書いたもの。最
初に書いた時、「”さ”の何かが足りないよ〜」と支援者から指摘を受ける場
面も　３_他の学習者と考えながら、書き直して、無事完成

今
こん
回
かい
の特

とく
集
しゅう
記
き
事
じ
に全

すべ
てフリガナをふったものを

ウェブサイトで見
み
ることができます。

http://www.city.nihonmatsu.lg.jp/page/kouhou201812.html
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若
い
う
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
積
み
た
い
と
思
っ
て

い
た
私
は
、
日
本
へ
来
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

　

技
能
実
習
生（
※
１
）と
し
て
、
プ

レ
ス
機
械
や
Ｎ
Ｃ
旋
盤（
※
２
）で
部

品
を
作
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

仕
事
に
慣
れ
る
ま
で
苦
労
し
ま
し

た
が
、
１
年
経
ち
仕
事
に
も
慣
れ

ま
し
た
。
３
交
替
勤
務
で
大
変
で

す
が
、
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト
に
は
、
先
輩

に
誘
わ
れ
て
参
加
し
始
め
ま
し
た
。

勤
務
時
間
が
不
規
則
な
の
で
な
か

な
か
参
加
で
き
ま
せ
ん
が
、
先
生

（
支
援
者
）は
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
で

出
会
っ
た
方
に
助
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
教
室
で
知
り
合
っ
た
人
た
ち

と
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
や
り
と
り
を
通

し
て
、
困
っ
た
こ
と
や
分
か
ら
な

い
こ
と
を
聞
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

お
か
げ
で
、
日
本
語
能
力
試
験
の

「
Ｎ
３
」（
３
級
相
当
）に
合
格
で
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
勉
強
を
頑
張
っ

て「
Ｎ
２
」（
２
級
相
当
）を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

休
み
の
日
に
は
、
ざ
く
ざ
く

ネ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
と
サ
ッ
カ
ー

を
す
る
な
ど
交
流
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
帰
っ

た
ら
、
身
に
付
け
た
日
本
語
を
活

か
し
て
、
通
訳
か
不
動
産
の
仕
事

で
起
業
し
て
み
た
い
で
す
。

※
１�

技
能
実
習
制
度

技
能
、
技
術
ま
た
は
知
識
の
開
発
途
上

国
等
へ
の
移
転
を
図
り
、
開
発
途
上
国

等
の
経
済
発
展
を
担
う「
人
づ
く
り
」に

協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

２
０
１
６
年
に
公
布
さ
れ
た
技
能
実
習

法
が
２
０
１
７
年
に
改
正
さ
れ
、
技
能

実
習
制
度
が
拡
充
さ
れ
た
。
実
習
の
最

長
期
間
が
３
年
間
か
ら
５
年
間
と
な
っ

た
ほ
か
、
人
数
枠
が
倍
と
な
っ
た
。

※
２�

Ｎ
Ｃ
旋
盤

円
柱
状
の
加
工
材
料
を
回
転
さ
せ
、
刃
物

を
当
て
て
不
要
部
分
を
削
り
取
る
金
属
加

工
で
あ
る
旋
盤
の
う
ち
、
複
数
の
刃
物
を

使
用
し
て
生
産
効
率
を
高
め
た
も
の
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
育
ち
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
し
か
話
せ
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
働
き
な
が
ら
日
本

語
を
勉
強
し
ま
し
た
。
日
本
人
の

同
僚
な
ど
と
積
極
的
に
会
話
し
、

話
す
こ
と
は
す
ぐ
に
覚
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
ひ
ら
が
な
と
カ
タ
カ
ナ

は
独
学
で
覚
え
た
た
め
、
書
き
順

が
正
し
く
な
く
、
娘
が
小
学
校
で

勉
強
し
て
い
る
と
き
に
一
緒
に
勉

強
し
て
覚
え
ま
し
た
。

　

日
本
語
は
、
話
し
言
葉
と
書
き

言
葉
が
違
う
の
で
、
難
し
い
で
す
。

特
に
、
漢
字
が
と
て
も
難
し
く
、

分
か
ら
な
い
漢
字
が
あ
る
と
き
は
、

周
囲
の
文
章
か
ら
推
測
し
た
り
、

娘
に
聞
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
ざ

く
ざ
く
ネ
ッ
ト
に
持
っ
て
行
っ
て

教
え
て
も
ら
い
ま
す
。
日
本
語
は

難
し
い
で
す
が
、
面
白
い
で
す
。

ま
た
、
二
本
松
に
初
め
て
来
た
と

き
に
、
訛な

ま

っ
て
い
た
の
で「
日
本

語
が
違
う
」と
思
い
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。（
笑
）

　

ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト
は
、
娘
が
小

学
生
に
な
り
、
徐
々
に
学
校
の
勉

強
を
教
え
ら
れ
な
く
な
り
困
っ
て

知
人
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
紹
介
さ

れ
、
５
～
６
年
前
か
ら
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、

日
本
に
慣
れ
て
い
な
い
メ
ン
バ
ー

の
相
談
に
乗
っ
た
り
、
遊
び
に
出

掛
け
た
り
と
、
交
流
す
る
こ
と
で

支
え
合
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
、
と
て
も
便
利
で
安
全

だ
と
感
じ
ま
す
。
日
本
人
の
友
人

も
増
え
、
マ
マ
友
と
の
付
き
合
い

も
楽
し
い
で
す
。
料
理
が
得
意
な

の
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
を
振
る
舞

う
こ
と
も
あ
り
、
安
達
高
校
や
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
で
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
を
教
え

た
り
も
し
ま
し
た
。

　

ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
た
く

さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
支
え
合
う
こ

と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

interview1
イス・マイル・ヌル・ハサンさん

（インドネシア出身）

2017年8月に来日し、市内の企業
で技能実習生として働く。来日前
に４カ月ほど日本語の勉強をした。
現在20歳で、両親と中学１年の妹
がインドネシアにいる。日本に来
ることを心配していた母も、今は
応援してくれている。

interview2
桑
くわ

原
ばら

�ヒカリさん
（ブラジル出身）

福島市出身の父と北海道出身の母
の間に生まれ、学生時代までブラ
ジルで育った。先に日本で働いて
いた姉に誘われ、両親が生まれ
育った日本を見てみたいと思い来
日を決め、日本で就職。来日後は
群馬県で働いた後、1999年に二
本松市へ。その後結婚し、中学２
年の娘を育てながら働いている。

共
に
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
へ

　

ざ
く
ざ
く
ネ
ッ
ト
の
教
室
を

の
ぞ
い
て
み
る
と
、
海
外
へ

行
っ
た
り
外
国
語
が
話
せ
な
く

て
も
、
こ
の
ま
ち
に
い
な
が
ら

国
際
交
流
が
で
き
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

外
国
人
と
会
話
を
す
る
際
は
、

相
手
の
言
い
た
い
こ
と
を
理
解

し
よ
う
と
す
る
姿
勢
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
す

る
姿
勢
が
大
切
で
す
。
そ
れ
は

日
本
に
住
む
外
国
人
に
対
し
て

だ
け
で
な
く
、
観
光
で
訪
れ
た

外
国
人
に
も
同
様
の
こ
と
が
言

え
ま
す
。
そ
れ
が
、
市
民
レ
ベ

ル
の
お
も
て
な
し
に
も
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
に
住
む
外
国
人
が
年
々 インドネシア出身のマイルさんらが、安達高校の先生

と生徒と一緒に、仕事の話などで盛り上がる。
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増
加
し
て
い
る
現
在
、
行
政
か

ら
の
お
知
ら
せ
や
、
医
療
機
関

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
窓
口
で

「
や
さ
し
い
日
本
語
」を
使
う
こ

と
が
、
外
国
人
に
分
か
り
や
す

く
情
報
を
伝
え
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ほ
ん
の
少
し
の
気

遣
い
で
、
日
本
人
も
外
国
人
も
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に

な
る
は
ず
で
す
。

大学を卒業後に東京で就職
したのですが、「外国に

行ってみたい」という思いがあ
り、ベトナムの日本語学校で１
年間働きました。
　その後二本松へ帰ってきて、
社会教育指導員として働いてい
たときに、「市民講座終了後も
活動を続けたい」という方たち
が愛好会などを立ち上げるのを
間近で見ていたので、ざくざく
ネットの立ち上げに迷いはあり
ませんでした。

　学習者に日本語を教える際に
は、やさしい日本語を使うよう
にしています。やさしい日本語
とは、災害発生時、避難情報な
どが在留外国人に伝わりやすい
ように、阪神・淡路大震災を
きっかけに考え出されたもので
す。具体的には、短く、やさし
い単語を選ぶこと、端的な表現

やさしい日本語

interview3
国際交流ボランティア『ざくざくネット』

　代表　菊
きく

地
ち

�紀
のり

子
こ

さん
1999年ざくざくネットを立ち上げた。イン
ドネシアの技能実習生の地域指導員として活
動しながら、市内の小学校で相談員として働く。

学習者に合わせた個別指導の様子。写真左はフィリピン出身の学習者のひらがな表とテキストで、
写真右はシリア出身の学習者が漢字の学習をしている。

をすることです。
　やさしい日本語を使う最大の
理由は、その方が外国人にとっ
て理解しやすいからです。外国
語というと、日本人はつい英語
を考えますが、母国語が英語で
ない方は多く、また日本に住む
外国人はある程度の日本語は理
解できます。さまざまな母国語
の外国人たちにとって、日本で
の共通言語は日本語です。やさ
しい日本語が使えれば、教室の
外でも日本人とのコミュニケー
ションが取りやすくなります。 
　もう１つの理由は、日本語以
外の外国語を使う場合、教える
側の支援者が限られてしまいま
すが、やさしい日本語なら誰で
も支援者になることができるか
らです。

　国際結婚で、母国から子ども
を連れて来日する外国人が増え
てきていますが、二本松市には
インターナショナルスクールが
無く、市内の学校に転入するこ
ととなります。子どもにとって、
日本語を覚えることが１つの壁
である上、さらに学校の勉強を、
母国語でない日本語で学ぶこと
は非常に大きな壁です。
　そこで、ざくざくネットとは
別団体で、小学生から高校生ま
でを対象に、日本語と学校の勉
強を学ぶための日本語教室を毎
月２回、開催しています。

子どものための支援

身近な国際交流
　以前は結婚して日本に来た中
国やフィリピン出身の方が多
かったのですが、最近はベトナ
ムやインドネシアからの技能実
習生が増えています。
　私たち支援者にとって、日本
語を教えることは、異文化や言
葉を楽しむことができる、身近
な国際交流です。日本人が海外
へ旅行すると、ツアー旅行など
の場合は観光地しか巡らず、外
国人の暮らしを見ることまでは
できません。しかしこの教室で
は、外国人と話しをすることで、
外国人の暮らしや考え方を知る
ことができます。日本語を教え
る代わりに異文化を知ることが
できる、ギブアンドテイクの関
係です。ざくざくネットでは、
日本語を教える支援者を随時募
集していますので、興味のある
方はぜひ参加してみてください。

　ざくざくネットの設立目的は、
「日本人と外国人が、相互に生
活しやすい環境づくりを行うこ
と」です。特別に何かをしなけ
ればならないのではなく、普通
に「接し」「話をする」ことで、外
国人も日本人も、共に暮らしや
すい社会になっていくのだと思
います。

共に暮らしていくために
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特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

12
月
４
日
か
ら
10
日
は

　
　
「
第
70
回
人
権
週
間
」で
す

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
、
12
月
10
日
の「
人
権

デ
ー
」ま
で
の
１
週
間
を
人
権
週

間
と
定
め
、
各
地
で
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
市
で
は
無
料
人

権
相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�

開
設
日
時
・
場
所�

二
本
松
地
域

　

12
月
６
日（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

二
本
松
福
祉
セ
ン
タ
ー

安
達
地
域

　

12
月
４
日（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

安
達
公
民
館

岩
代
地
域

　

12
月
６
日（
木
）

　

午
前
10
時
～
正
午

　

岩
代
支
所

東
和
地
域

　

12
月
４
日（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

　

東
和
支
所

※ 

人
権
週
間
に
限
ら
ず
、
人
権
擁

護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職
員
が

電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
左
記
ま
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

●
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　

☎（
55
）５
１
０
２

　

Fax（
22
）４
４
７
９

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

防
災
行
政
無
線
の

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
を

整
備
し
て
い
ま
す

　

昨
年
度
に
整
備
し
た
２
８
０
メ

ガ
ヘ
ル
ツ
防
災
行
政
情
報
配
信
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
、
屋
外
に
い
る

方
に
向
け
て
防
災
や
行
政
に
関
す

る
お
知
ら
せ
を
配
信
す
る「
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
」を
整
備
し
て
い
ま

す
。

　

二
本
松
地
域
・
安
達
地
域
に
お

い
て
は
新
規
で
設
置
し
、
岩
代
・

東
和
地
域
に
つ
い
て
は
ア
ナ
ロ
グ

方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
一
部

を
除
き
更
新
と
な
り
ま
す
。
こ
の

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
は
12
月
か
ら
試

験
放
送
を
順
次
行
い
、
来
年
の
４

月
か
ら
本
格
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

放
送
内
容
は
基
本
的
に
防
災
ラ

ジ
オ
と
同
じ
で
、
防
災
・
行
政
情

報
と
定
時
放
送
で
す（
一
部
の
地

域
で
は
防
災
情
報
の
み
）。

※ 

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
整
備
箇
所

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　

☎（
55
）５
１
０
２

　

Fax（
22
）４
４
７
９

�にほんまつ創業応援交流会���参加者募集！
創業する際の不安や疑問を解消し、創業に向けたチャレンジにつなげる場を提供するため、
「にほんまつ創業応援交流会」を開催します。
先輩創業者の生の声を聞くチャンスですので、お気軽にご参加ください。

日　時　平成31年１月18日（金）　18：20～20：00　※受け付けは18：00～
場　所　市民交流センター　多目的室
内　容　第１部『パネルディスカッション』
　　　　　　テーマ：「創業時に生じた課題と解決方法」
　　　　　　※パネラーは市内の創業者等を予定しています。
　　　　第２部『交流会』
　　　　　　名刺交換や情報交換を行い、交流を図ることができます。
　　　　　　※軽食が出ます。
対象者　創業に興味・関心をお持ちの方　　参加費　500円　　定　員　30人程度
申込期限　平成31年１月11日（金）
申�し込み方法　商工課、各支所地域振興課、二本松図書館または岩代図書館に備え付けの申込書に記入の

上、商工課までお申し込みください。※市ウェブサイトからのダウンロードも可能です。
　　　　　　　　　　　　　　◎問い合わせ・申し込み�商工課商工振興係☎（55）5120　Fax（22）8533
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～結婚したいという思いのある方へ～
二本松市結婚お世話役に、相談してみませんか？ 
　�二本松市では、『結婚したいがなかなか出会いに恵まれない』という方を支援する「結婚お世話役」
という方々に、平成27年10月から結婚希望者の紹介や引き合わせ、相談等のお世話をしてい
ただいており、これまでに４組がご成婚されました。

　�結婚に関する相談やお相手の紹介など、サポートを希望する方は、ぜひお世話役にご相談ください。
　利用できる方
　　�満２０歳以上の独身男女で、市内在住または将来的に本市に在住を希望する方。なお、結婚

希望者としての登録手続きが必要となります。
　　※詳しくは市のウェブサイトをご覧いただくか、子育て支援課へお問い合わせください。

～一緒に出会いのサポートをしてみませんか？～
『二本松市結婚お世話役』を募集しています。
　�今後ますます支援を充実していくために、お世話役として活動いただける方を随時募集してい
ます。一緒にサポートをしてみませんか。
　活動内容　①結婚希望者の情報の収集および提供　②結婚希望者への相手の紹介や引き合わせ
　　　　　　③研修会およびお世話役同士の情報交換会への参加　など
　委嘱期間　委嘱日から平成31年10月19日まで
　　　　　　　　※興味のある方は、電話等によりお問い合わせください。

◎問い合わせ…
　子育て支援課
　子ども家庭係
　☎（55）5094
　Fax（22）1547

きっと�…�見つかる。

　　きっと見つける！

栄
え
あ
る
叙
勲
・
褒
章
受
章

�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
お
よ
び
褒
章
の
受
章
者

が
発
表
さ
れ
、
各
分
野
で
活
躍
・
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
受
章
さ
れ
た
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

瑞
宝
単
光
章

佐さ

藤と
う　

東と
う

太た

郎ろ
う

さ
ん（
66
）

元
・
二
本
松
市
消
防
団
団
長

（
渋
川
）

瑞
宝
単
光
章

安あ
ん

齋ざ
い　

忠た
だ

則の
り

さ
ん（
71
）

元
・
警
視
庁
警
部（
若
宮
）

藍
綬
褒
章

佐さ

久く

間ま　

元も
と

男お

さ
ん（
80
）

元
・
農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
員

（
長
折
）

藍
綬
褒
章

生な
ま

田た

目め　

和か
ず

信の
ぶ

さ
ん（
63
）

　

現
・
二
本
松
市
消
防
団
副
団
長

〔
岩
代
地
区
隊
長
〕（
百
目
木
）

瑞
宝
単
光
章

根ね

本も
と　

宗そ
う

悦え
つ

さ
ん（
71
）

元
・
福
島
県
警
部（
永
田
）

瑞
宝
双
光
章

齋さ
い

藤と
う　

康や
す

雄お

さ
ん（
69
）

元
・
坪
井
病
院
放
射
線

技
術
部
部
長（
作
田
）
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入
場
整
理
券
配
布
開
始
日

　

12
月
５
日（
水
）

　

午
前
８
時
30
分
～

入
場
整
理
券
配
布
場
所
・
枚
数

※ 

入
場
整
理
券
の
配
布
は
、
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

※ 

入
場
整
理
券
の
配
布
は
、
１
人

２
枚
ま
で
。

※ 

入
場
整
理
券
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他

　

駐
車
場
の
台
数
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
、
ま
た

は
相
乗
り
で
の
ご
来
場
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

『�

二
本
松
ご
当
地
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
み
ん
な
で
考
え
る
株
式
会

社（
愛
称「
ゴ
チ
カ
ン
」）』

　
　
　

が
設
立
さ
れ
ま
し
た

　

９
月
25
日
に
開
催
し
た「
二
本

松
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
市
民
会

議
発
起
人
会
」に
お
い
て
、（
仮
称
）

二
本
松
電
力
会
社
設
立
の
た
め
の

準
備
会
社「
ゴ
チ
カ
ン
」の
設
立
が

決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
代
表
に
は
、

市
内
安
達
ヶ
原
で
株
式
会
社
Ｇ
Ｎ

Ｓ
を
経
営
さ
れ
て
い
る
廣
田
拓
也

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

準
備
会
社
の
名
称
は
、『
み
ん

な
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
』『
市
民
電

力
』を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
ゴ
チ
カ
ン
」の
今
後

　

今
後「
ゴ
チ
カ
ン
」で
は
、
次
に

掲
げ
る
項
目
を
実
施
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
お
り
、
市
で
は
で
き
る

限
り
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

① 

ご
当
地
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な

で
考
え
る「
場
」を
作
る
。

② 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価

格
買
取
制
度（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）の
申
請

を
進
め
る
。

③ （
仮
称
）二
本
松
電
力
会
社
の
事

業
計
画
と
収
支
計
画
を
策
定
す

る
。

④ （
仮
称
）二
本
松
電
力
会
社
の
人

員
体
制
を
構
築
す
る
。

⑤ （
仮
称
）二
本
松
電
力
会
社
の
事

業
モ
デ
ル
に
公
共
性
を
付
与
し

て
い
く
。

※ 「
ゴ
チ
カ
ン
」で
は
、
こ
れ
ら
の

項
目
を
十
分
に
検
討
し
た
後
に
、

（
仮
称
）二
本
松
電
力
会
社
を
設

立
し
、
事
業
を
継
承
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

�

企
画
財
政
課
地
方
創
生
・
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
係

　

☎（
24
）７
１
２
０

　

Fax（
22
）７
０
２
３

日　

時　

平
成
31
年
１
月
23
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～

　
　
　

※
開
場
は
午
後
１
時

場　

所　

二
本
松
市
民
会
館

入
場
料　

無
料

　
　
　

※
全
席
自
由

　
　
　

※ 

入
場
整
理
券
が
必
要

＝プロフィール＝
1942（昭和17）年生まれ
神奈川県横須賀市出身
1972（昭和47）年12月、当時30歳で衆議院議
員に初当選し、以来12期連続当選。2009（平
成21）年の衆議院解散に伴い、衆議院議員を引
退する（在職期間は36年８カ月）。主な経歴は
次のとおり。
1988年～1989年…厚生大臣（竹下・宇野内閣）
1992年～1993年…郵政大臣（宮澤内閣）
1996年～1998年…厚生大臣（第二次橋本内閣）
2001年～2006年…内閣総理大臣
　　　　　　　　　　（第87代～89代）

配布場所 配布枚数

企画財政課（市役所4階） 500枚

安達支所地域振興課 150枚

岩代支所地域振興課 150枚

東和支所地域振興課 150枚

二本松文化センター 150枚

二
本
松
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
市
民
会
議

　

〜
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
１
０
０
％
を
目
指
し
て
〜

小
泉
純
一
郎　

講
演
会

　
「
日
本
の
歩
む
べ
き
道
」
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健
診
結
果
相
談
会

～
あ
な
た
の
元
気
を

　
　
　
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
～

　

健
診
結
果
を
見
な
が
ら
、
今
後

の
生
活
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
保
健
師
、
栄
養
士
、
歯
科

衛
生
士
が
個
別
に
相
談
対
応
し
ま

す
。
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日
時
等　

左
表
の
と
お
り

相�

談
対
応
者　

ど
の
日
程
も
、
保

健
師
・
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士

が
相
談
対
応
し
ま
す
。

持
参
物　

健
診
結
果
、
健
康
手
帳

そ�

の
他　

予
約
は
不
要
で
、
日
程

で
都
合
が
悪
い
場
合
、
各
保
健

セ
ン
タ
ー
で
結
果
の
説
明
を
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

電
話
で
連
絡
の
上
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

健
康
増
進
課
予
防
係

　

☎（
55
）５
１
０
９

　

Fax（
23
）１
７
１
４

今
月
の
両
親
学
級

　

お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
や
お
母
さ

ん
の
体
調
は
い
か
が
で
す
か
。
安

心
し
て
出
産
・
育
児
が
で
き
る
よ

う
、
両
親
学
級
を
毎
月
開
催
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
・
内
容　

12
月
16
日（
日
）

午
前
９
時
～

・
受
け
付
け
と
マ
タ
ニ
テ
ィ
体
験

午
前
９
時
30
分
～
正
午

・  

産
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん

と
母
乳
に
つ
い
て
の
話

・ 

妊
娠
期
か
ら
役
立
つ
ア
ロ
マ
テ

ラ
ピ
ー（
ア
ロ
マ
石
け
ん
作
成
）

講　

師　

助
産
師

対�

象
者　

市
内
在
住
の
妊
婦
さ
ん

と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
方

場�　

所　

安
達
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

材
料
費　

１
人
５
０
０
円

託　

児　

無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
。

※ 

託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
オ

ム
ツ
や
着
替
え
、
ミ
ル
ク
な
ど

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
込
期
限　

12
月
13
日（
木
）

※ 
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

健
康
増
進
課
保
健
係

　

☎（
55
）５
１
１
０

　

Fax（
23
）１
７
１
４

　

現
在
放
送
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ

連
続
テ
レ
ビ
小
説『
ま
ん
ぷ
く
』の

ヒ
ロ
イ
ン
・
立
花
福
子
の
モ
デ
ル

と
な
っ
た
の
が
、
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド

ル
で
有
名
な
日
清
食
品
の
創
業

者
・
安
藤
百
福（
も
も
ふ
く
）の

妻
・
安
藤
仁
子（
ま
さ
こ
）さ
ん
で

す
。
仁
子
の
父
・
安
藤
重
信
は
、

「
二
本
松
神
社
」の
宮
司
を
継
ぐ
安

藤
家
の
出
身
。
二
本
松
神
社
は
長

男
が
世
襲
し
た
た
め
、
次
男
の
重

信
は
大
阪
で
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
二
本
松
に
ゆ
か
り
の
あ

る
仁
子
に
は
、
生
涯
誇
り
に
し
て
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

父
・
重
信
の
家
系
を
さ
か
の
ぼ
る

と
、
二
人
の
偉
大
な
先
祖
に
た
ど
り

つ
く
こ
と
で
す
。
そ
の
一
人
が
、
儒

学
・
朱
子
学
を
修
め
、
幕
府
の
最
高

学
問
所「
昌
平
坂
学
問
所
」の
教
授

で
あ
っ
た
安
積
艮
斎（
あ
さ
か
ご
ん

さ
い
）で
す
。
門
人
に
は
小
栗
忠
順
、

吉
田
松
陰
、
高
杉
晋
作
、
岩
崎
弥
太

郎
、
前
島
密
な
ど
日
本
の
近
代
化
に

影
響
を
与
え
た
数
多
く
の
人
物
が

名
を
連
ね
ま
す
。
も
う
一
人
は
、
世

界
的
歴
史
学
者
・
朝
河
貫
一
博
士
で

す
。
父
・
重
信
の
母
方
の
い
と
こ
に

当
た
る
そ
う
で
す
。

　

仁
子
の
母
・
須
磨
は
鳥
取
藩
の

藩
士
の
家
系
で
、
大
阪
へ
出
て
安

藤
重
信
と
出
会
い
結
婚
。
仁
子
は
、

重
信
、
須
磨
の
三
女
と
し
て
大
正

６
年
８
月
16
日
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

仁
子
は
金
蘭
会
高
等
女
学
校
卒

業
後
、
大
阪
倶
楽
部
で
受
付
の
仕

事
に
就
き
、
百
福
に
出
会
い
結
婚
。

終
戦
後
、
百
福
は
製
塩
業
を
始
め

ま
し
た
が
、
脱
税
容
疑
で
逮
捕
さ

れ
、
財
産
没
収
と
四
年
の
懲
役
刑

を
受
け
ま
す
。
そ
の
後
、
信
用
組

合
の
理
事
長
を
務
め
た
が
破
綻
。

２
度
に
わ
た
り
全
財
産
を
無
く
し
、

百
福
と
仁
子
は
貧
し
い
生
活
を
強

い
ら
れ
、
小
さ
な
み
か
ん
箱
の
上

で
ご
飯
を
食
べ
る
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
百

福
が
始
め
た
の
が
、
イ
ン
ス
タ
ン

ト
ラ
ー
メ
ン
の
研
究
開
発
で
す
。

「
お
湯
が
あ
れ
ば
家
庭
で
す
ぐ
食
べ

ら
れ
る
ラ
ー
メ
ン
」を
作
り
た
い
！

　

長
期
間
保
存
で
き
、
お
湯
を
注

い
で
す
ぐ
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

百
福
は
試
行
錯
誤
の
末
に
、
世
界

初
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
を

完
成
さ
せ
、
そ
の
後
カ
ッ
プ
ラ
ー

メ
ン
の
発
明
へ
と
至
り
ま
す
。

　

百
福
を
支
え
、
波
乱
万
丈
で
あ

り
な
が
ら
、
明
る
く
前
向
き
に
生

き
た
仁
子
は
、
生
前
た
び
た
び
二

本
松
神
社
を
訪
れ
、
秋
の
例
大
祭

に
は
、
仁
子
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ

た
今
で
も
、
カ
ッ
プ
麺
の
奉
納
が

続
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

二
本
松
ゆ
か
り
の
安
藤
さ
ん
ご

夫
婦
は
、
日
本
の
食
文
化
を
変
え

た
偉
人
で
あ
り
、
私
た
ち
二
本
松

市
民
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

～ 

市
長
か
ら
の
手
紙 

～

二本松市長
三保　恵一

市
民
が
主
役
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

　
　
　
『
ま
ん
ぷ
く
』

 
保
　
健

health
開催日 受付時間 場　所

二本松地域
12/10（月）13：30～15：30 二本松保健センター

安達地域
12/ ４（火）９：30～11：00 上川崎住民センター
12/ ７（金）９：30～11：00 下川崎住民センター
12/18（火）13：30～15：30 安達保健福祉センター
12/25（火）９：00～11：00 安達保健福祉センター
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『�

高
齢
者
温
泉
等
利
用
健
康

増
進
事
業
』

�

対
象
施
設
を
募
集

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に

温
泉
等
宿
泊
施
設
を
利
用
い
た
だ

き
、
健
康
の
増
進
に
役
立
て
て
い

た
だ
く
高
齢
者
温
泉
等
利
用
健
康

増
進
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
事
業
実
施
に
当

た
り
、
新
た
に
対
象
施
設
と
し
て

ご
協
力
い
た
だ
け
る
市
内
の
温
泉

等
宿
泊
施
設
を
募
集
し
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
施
設
は
、
協
定
の
条
件

等
を
説
明
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま

で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
期
限

　

12
月
21
日（
金
）

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
・
高
齢

者
世
帯
等
の
除
雪
支
援
と
見

守
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

降
雪
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
2
月
に
は
、
大
雪
に
よ

る
被
害
が
市
内
で
も
発
生
し
ま
し

た
が
、
近
年
、
過
去
に
積
雪
が
少

な
い
地
方
で
も
大
雪
に
よ
り
集
落

が
孤
立
す
る
等
の
ケ
ー
ス
も
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
は「
災
害
弱
者
」を
支

援
し
、
で
き
る
限
り
被
害
が
最
小

限
に
な
る
よ
う
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
等
、
個
人

に
よ
る
除
雪
が
困
難
な
皆
さ
ん
の

除
雪
支
援
と
見
守
り
に
つ
い
て
、

ご
近
所
や
行
政
区
、
地
域
で
可
能

な
範
囲
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
で
安
心
し
て
在
宅

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
日
常
生
活

の
中
で
も
声
掛
け
や
見
守
り
支
援

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

高
齢
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　

☎（
55
）５
１
１
４

　

Fax（
22
）１
５
４
７

障
が
い
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

12
月
３
日
〜
９
日
は

　
　

障
が
い
者
週
間
で
す
。

　
「
障
が
い
者
週
間
」は
、
広
く
障

が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心

と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障

が
い
者
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意

欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
が
い
と
い
っ
て
も
、
一
目
で

障
が
い
と
分
か
る
方
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
歩
く
こ
と
が
不
自

由
な
方
や
、
他
人
と
関
わ
る
こ
と

に
難
し
さ
が
あ
る
方
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、「
障
が
い
は
本

人
だ
け
の
問
題
で
あ
る
」と
い
う

考
え
方
が
中
心
の
時
代
が
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
で
は
、「
本
人
を

囲
む
社
会
の
側
の
壁
が
障
が
い
で

あ
る
」と
い
う
考
え
方
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、

こ
の
こ
と
が
社
会
全
体
の
考
え
方

と
は
な
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

障
が
い
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
障
が
い
が
あ
る
こ
と
は
、
決
し

て
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
方
が
生
活
の
し
づ
ら
さ
を
ど

れ
だ
け
感
じ
て
い
る
の
か
を
考
え
、

理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
週
間
を
、
そ
う

し
た
機
会
に
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

肢
体
不
自
由
者
来
所
相
談
会

　

補
装
具
の
購
入
・
修
理
、
医
療
、

そ
の
他
更
生
に
関
す
る
無
料
相
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　

時　

12
月
21
日（
金
）

　

午
後
１
時
～
３
時

会�　

場　

福
島
県
障
が
い
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー（
県
庁
北
庁
舎
）

申
込
期
限　

12
月
14
日（
金
）

申�

し
込
み
方
法　

事
前
に
電
話
等

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　

☎（
55
）５
１
１
３

　

Fax（
22
）１
５
４
７

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

食
品
ロ
ス
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う

　

ご
飯
の
食
べ
残
し
や
使
い
き
れ

な
か
っ
た
食
材
は『
食
品
ロ
ス
』と

言
わ
れ
、
全
国
で
年
間
６
２
１
万

ト
ン
出
て
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
約
半
分
が
家

庭
か
ら
の
食
品
ロ
ス
で
、
残
り
半

分
は
食
品
製
造
業
や
外
食
産
業
等

か
ら
の
食
品
ロ
ス
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
忘
年
会
・
新
年
会
の

 
福
　
祉

w
e
lfa
re

 

環
境
衛
生

environm
ent�hygiene

二本松市奥岳温泉
あだたら高原リゾート
TEL 0243-24-2141
http://www.adatara-resort.com

オープニング１日券
12月15日㈯～21日㈮
　大　人 2,500円
　シニア・高校生 2,000円
　中学生・小学生 1,500円
・シニアは50歳以上
・未就学児はリフト無料

あだたら高原スキー場 12月15日土オープン

《あだたら山奥岳の湯》
●営業時間　10時～17時（年中無休）
　　　　　　※12月15日～３月31日は18時まで
　　　　　　（メンテナンスによる休業日あり）
●料　　金　大人 600円　小人 400円

（写真は紅葉時期です）

料

　金

絶景の露天風呂
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シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
す
が
、
飲
食

店
か
ら
の
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た

め
に
、
次
の
宴
会
５
箇
条
の
実
践

と
呼
び
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

宴
会
５
箇
条

① 

適
量
・
好
み
に
あ
っ
た
注
文
を

し
ま
し
ょ
う
。

② 

幹
事
さ
ん
か
ら「
お
い
し
く
食

べ
き
ろ
う
！
」と
声
掛
け
を
し

ま
し
ょ
う
。

③ 

開
始
30
分
、
終
了
10
分
前
は
席

を
立
た
ず
に
し
っ
か
り
食
べ
る

「
食
べ
き
り
タ
イ
ム
」を
作
り
ま

し
ょ
う
。

④ 

食
べ
き
れ
な
い
料
理
は
、
仲
間

で
分
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

⑤ 

そ
れ
で
も
食
べ
き
れ
な
か
っ
た

料
理
は
、
お
店
の
方
に
確
認
し

て
持
ち
帰
り
、
お
い
し
く
食
べ

ま
し
ょ
う
。

　

み
ん
な
で
残
さ
ず
、
お
い
し
く

食
べ
き
り
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
③
の

「
30
・
10（
サ
ン
マ
ル
・
イ
チ
マ
ル
）

運
動
」に
も
併
せ
て
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

『
30
・
10
運
動
』と
は
…

　

宴
会
時
や
会
食
事
の
食
べ
残
し

を
減
ら
す
た
め
、「
乾
杯
後
30
分

間
は
席
を
立
た
ず
に
料
理
を
楽
し

む
」。
そ
し
て「
お
開
き
前
10
分
間

は
自
分
の
席
に
戻
り
、
再
度
料
理

を
楽
し
む
」こ
と
に
よ
り
、
お
い

し
く
食
べ
き
る
運
動
で
す
。

　

宴
会
の
幹
事
さ
ん
か
ら
、「
お

い
し
い
料
理
で
す
の
で
残
さ
な
い

よ
う
に
開
始
後
30
分
間
、
終
了
前

10
分
間
は
自
分
の
席
で
料
理
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
」と
い
っ
た
呼
び

掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

二
本
松
市
は
、
３
R
運
動（
リ

デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ

イ
ク
ル
）の
推
進
と
食
品
ロ
ス

を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

組
織
さ
れ
た
、
自
治
体
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る「
全
国

お
い
し
い
食
べ
き
り
運
動
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」に
参
加
し

て
い
ま
す
。

悪
天
候
時
の
ご
み
の
出
し
方

　

ご
み
収
集
車
が
運
行
で
き
な
い

よ
う
な
大
雪
の
日
は
、
ご
み
出
し

を
控
え
て
く
だ
さ
い
。
ご
み
が
回

収
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
ご
み
の

袋
が
道
路
上
に
飛
散
し
、
交
通
事

故
の
原
因
と
な
っ
た
り
、
交
通
の

妨
げ
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
新
聞
紙
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
な

ど
の
紙
類
は
、
雨
や
雪
の
日
に
は

出
さ
ず
、
次
の
回
収
日
に
出
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

　

☎（
55
）５
１
０
３

　

Fax（
22
）４
４
７
９

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

タ
ン
ク
か
ら
の
油
流
出
事
故

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

やすらぎの丘 全日本葬祭業協同組合連合会加盟

葬儀のすべてのご相談・ご用命は

丸又葬儀社
丸又ふれあい会　会員募集中

有限
会社
本　　　店／〒964-0917 福島県二本松市本町2丁目99-2
二本松斎場／〒964-0875 福島県二本松市槻木257-5

☎0243－22－5598

フリーダイヤル 0120－03－5598
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二本松戊辰戦争戦没者慰霊祭　＝ 11月３日　二本松市民会館にて ＝
150年の時を経て、二本松戊辰戦争で犠牲となられた方々を改めて弔

とむら
う

　戊辰戦争開戦から150年が経つのを機に、1918（大正７）年以来100年ぶりの開催となった二本松戊辰戦争戦没
者慰霊祭には、約700人の方が参列し、東軍（旧幕府軍）・西軍（新政府軍）を問わず、この地で亡くなられた犠牲
者全員のみ霊

たま

を悼
いた

みました。式典の中では、東西両軍の藩があった自治体の首長から映像でメッセージが寄せ
られ、奥羽越列藩同盟を代表して、米沢藩があった山形県米沢市の中川勝市長からは「ともに戦った絆が時を超
え、未来に向かって、友好・交流の輪につながってほしい」と述べられました。また戊辰戦争当時の二本松藩主・
丹羽長国公の妻の出身地で、二本松藩に西軍への降伏を幾度となく打診したとされる大垣藩があった岐阜県大
垣市の小川敏市長からは、「歴史を教訓に、未来志向の関係を構築したい」というメッセージが寄せられました。
　安達高校と安達東高校音楽部員16人は献歌を披露。二本松の戦いでは、部員と年代が近い多くの少年が戦場
に出たという歴史を踏まえ、自分たちで歌を選び、式典に臨みました。＝あなたの命も私の命も、決して奪わ
れるためにあるのではないということ＝故郷を守るため若い命を散らした二本松少年隊をはじめ、犠牲者全て
への思いを歌詞に乗せ、平和を願うハーモニーが、会場内に響き渡りました。

１_二本松市民会館のステージ上に設置
された祭壇　２_慰霊祭開式後、式辞を
述べる三保市長　３_福島県副知事の鈴
木正晃氏による追悼の辞　４_米沢藩主上
杉家17代御当主の上杉邦憲氏による献花
５_安達高校と安達東高校の生徒合同に
よる、戊辰戦争の犠牲者全てへの思いを
歌詞に載せた献唱　６_式典終了後、第
２部の追悼行事で居合を披露する岳下小
学校の児童
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二
本
松
戊
辰
戦
争
戦
没
者
慰
霊
祭 

祭さ
い

文も
ん

本
日
こ
こ
に
、
二
本
松
戊
辰
戦
争
戦
没
者
慰
霊
祭
を
挙
行
す
る
に
あ
た
り
、
戦
没
者
諸
士
に
対
し
、

謹
ん
で
祭
文
を
奏そ
う

上じ
ょ
う

い
た
し
ま
す
。

今
を
去
る
百
五
十
年
、
戊
辰
戦
争
は
慶
應
四
年
一
月
に
京
都
に
お
け
る
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
に
端

を
発
し
、
江
戸
城
の
無
血
開
城
後
、
新
政
府
軍
は
そ
の
矛
先
を
徳
川
将
軍
家
か
ら
会
津
藩
、
庄
内

藩
へ
向
け
、
東
北
地
方
に
侵
攻
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

二
本
松
藩
は
、
仙
台
藩
、
米
沢
藩
と
軍
議
を
重
ね
、
会
津
藩
の
新
政
府
軍
へ
の
謝
罪
降
伏
を
も
っ

て
和
平
解
決
へ
の
道
を
探
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
叶
わ
ず
、
不
幸
に
も
藩
領
が
新
政
府
軍

の
侵
攻
の
途
上
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
結
果
と
し
て
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
最
前
線
と
し
て
、
こ
れ

を
迎
え
撃
つ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

も
と
よ
り
二
本
松
藩
に
お
い
て
も
朝
廷
に
弓
を
引
く
な
ど
と
い
う
考
え
は
毛
頭
な
く
、
降
り
懸か

か

る
火
の
粉
を
払
う
が
如
く
、
只
々
攻
め
寄
せ
る
大
軍
に
対
し
て
列
藩
同
盟
へ
の
信
義
を
貫
き
、
士

道
に
殉
じ
る
道
を
選
び
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
を
迎
え
撃
つ
二
本
松
藩
の
兵
は
、
少
数
に
て
、
老
人
、
農
民
、
町
人
、
そ
し
て
少
年
ま
で
も
戦
場
へ
出
さ
ざ
る
を
得
ず
、
多
く
の
犠
牲
を

払
う
結
果
と
な
り
、
藩
の
戦
死
者
は
総
数
三
百
三
十
七
人
に
上
り
ま
す
。
少
年
兵
の
中
に
は
、
自
ら
抜ば
っ

刀と
う

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
体
が
小
さ
い
十
二
歳
の

少
年
も
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
少
年
兵
ら
の
撤
退
を
助
け
よ
う
と
自
ら
の
命
を
擲な
げ
う

ち
、
新
政
府
軍
に
決
死
の
切
り
込
み
を
し
た
藩
士
達
の
存
在
も
語
り

継
が
れ
て
い
ま
す
。
今
、
こ
れ
ら
を
想
う
時
、
万
感
胸
に
迫
り
、
内
心
忸じ
く

怩じ

た
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

戊
辰
戦
争
か
ら
百
五
十
年
を
経
て
、
本
日
、
本
慰
霊
祭
に
臨
み
、
改
め
て
、
歴
史
の
狭
間
に
お
い
て
我
が
国
や
郷
土
の
将
来
を
想
い
、
志
半
ば
で
斃た

お

れ
ら
れ
た

貴
い
先
人
達
に
思
い
を
馳は

せ
、
哀あ

い

悼と
う

の
念
を
い
よ
い
よ
深
く
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
戊
辰
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
全
て
の
方
々
の
御み

霊た
ま

に
、
末
永
く
頭こ

う
べ

を
垂た

れ
、
香こ

う

華げ

を
手
向
け
続
け
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
す
る
と
と
も
に
、
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
十
一
月
三
日

　
　
　

二
本
松
戊
辰
戦
争
戦
没
者
慰
霊
祭

　
　
　

二
本
松
藩
主　

丹
羽
家
十
八
代
当
主　

丹に

羽わ

長な
が

聰と
し

祭文を読まれる、二本松藩主　丹羽家18代当主の
丹羽長聰様

※ 

こ
の
祭
文（
犠
牲
者
へ
さ
さ
げ
る
言
葉
）は
、
式
典
当
日
に
丹
羽

長
聰
様
が
読
ま
れ
た
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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福島民報印刷センター竣工式
災害時の新聞発行態勢が強化される
　市内の小沢工業団地内に整備が進められていた福島
民報印刷センターの竣工式が10月23日、同センター内で
行われました。東日本大震災の経験を踏まえ、大規模
災害で停電になった際も、非常用自家発電機で新聞製
作を継続できるようにするなどの造りにされています。
竣工式の神事のあと、高橋雅行社長が新しい輪転機の
始動ボタンを押すと、色鮮やかな企画紙面が刷り上が
り、出席者は早速手に取り、興味深く見入っていました。

一般社団法人にほんまつDMO設立総会
組織の枠を超え、観光振興に取り組む
　市内の観光、経済、交通などの各界が協力し、観光地
域づくりを担う「一般社団法人にほんまつDMO」の設立総
会が、10月25日に開かれました。DMOとは、各組織の枠
を超えて観光客のニーズを調査し、観光戦略を練って交
流人口拡大を目指していく組織のことで、外国人観光客
が増加し、地域経済に与える影響も大きくなってきている
現在においては、必要不可欠とされていました。理事長
には、二本松商工会議所の山口純一会頭が選出されました。

最新鋭の輪転機から刷り上がる紙面が頭上を高速で流れる

めでたく満１００歳
佐藤トミヨさん（下川崎）、高橋キクヨさん（上川崎）
　この世に生を受けて一世紀。10月19日に佐藤トミ
ヨさん（下川崎）、11月17日に高橋キクヨさん（上川崎）
がそれぞれめでたく満100歳を迎えられ、二本松市か
らは賀寿、福島県からは賀寿と木杯が贈られました。
お二人に長寿の秘訣をお伺いすると、佐藤さんは「暴
飲暴食せず、好き嫌いなく落ち着いて食べること。」、
高橋さんは「好きなものを食べること。毎日お風呂に
入ること。」だそうです。佐藤さん、高橋さんのます
ますのご長寿をお祈りいたします。 佐藤トミヨさん 高橋キクヨさん

関係者らが手を組み合って、交流人口拡大を誓う

消防団秋季検閲
市民の安心を守る消防団の訓練成果を披露
　10月28日、市内の各地区隊で消防団秋季検閲が行わ
れました。式典に先駆けて行われた観閲後の行進では、
ラッパ隊を先頭に団員らが整然と行進し、沿道の市民
らを魅了しました。式では、長年消防団活動に尽力さ
れた方々の表彰が行われたあと、通常点検やポンプ操
法、小隊訓練などが行われ、団員たちはこれまで練習
してきた成果を存分に発揮していました。 渋川小学校運動場で行われた安達地区隊の式典の様子
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2018ワールドカップマスターズ
　　ウエイトリフティング選手権大会
大内俊幸さん（木幡）が２連覇達成
　10月20日から23日の開催期間で、中国
の福建省で行われた2018ワールドカップ
マスターズウエイトリフティング選手権
大会において、市内木幡在住の大内俊幸
さんが、昨年に続き２度目の優勝を果た
しました。大内さんが出場したのは、60
歳から64歳の部の67キロ級で、大会直前
に階級の制限体重が変更となり、急いで
減量したそうです。
　大内さんは現在63歳。ウエイトリフ
ティング（重量挙げ）は高校時代の３年間
しかやっていませんでしたが、還暦を契
機に、今後自分の体力を維持していくた
めに競技を再開。練習は、自宅で昔養蚕
をしていた建物の中を改造した部屋で
行っており、月１回程度、設備の整って
いる母校の福島明成高校へ通っているそ
うです。大内さんの今後のますますのご
活躍を期待します。

１_優勝報告に市役所を訪れた大内さん（左から２番目）と、大内さんの勤務先の
(有)丸中建設の遊佐社長（左端）　２_競技終了後に一番高い表彰台に立つ大内さん。
スクリーンには日の丸が映しだされている　３_大会でバーベルを挙げる大内さん

１_二本松市チームの集合写真　２_菅野崇監督（後列右から２人目）、安達
勉コーチ（後列右から３人目）、高島広行主将（前列中央）が、優勝報告をし
に市役所へ　３_優勝を決めた直後、菅野監督や高島主将らを胴上げ

第５回市町村対抗福島県ソフトボール大会
３年ぶり２度目の栄冠に輝く
　10月13日に開幕して27日に決勝戦が行わ
れた、市町村対抗福島県ソフトボール大会
で、二本松市チームが３年ぶり２度目の優
勝を果たしました。初戦は会津若松市を８
対２で下し、その後順調に勝ち進み、準決
勝は昨年王者の福島市を２対０、決勝は郡
山市と対戦し、１対０の完封勝利でした。
　二本松市チームのメンバーは７月末の
選考会で決まり、その後は仕事が終わっ
た夜や休日に練習を積み重ねてきました。
今年のメンバーは、３位となった昨年の選
手を中心に、強力な若手選手を迎えてチー
ム力を強化。大会のMVP（最優秀選手賞）
には、準決勝、決勝と連続完封で優勝に
大きく貢献した矢沢晴輝さん（市海道）が
選ばれ、優秀選手賞には、決勝戦で決勝
点となる本塁打を放った石川瑠人さん（舟
形石）が選ばれました。来年もまた優勝旗
を持ち帰ってくれることを期待します。

１

３２

１

３２
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就学前のお子さんを誕生月にご紹介します。１月号に掲載を希望される方は、12月５日（水）までに写真とコメント（50
字程度）をお寄せください。 （秘書広報課秘書広報係）

わが家のアイドル 〜12月生まれのおともだち〜

柿
かき

沼
ぬま

　万
ま

結
ゆ

ちゃん（成田町）
平成29年生まれ/1歳
父：祐太さん　　母：綾子さん

いつもみんなに笑顔をもたらしてくれてあ
りがとう。これから素敵な出会いがたくさ
んありますように。

菅
すげ

野
の

　侑
ゆ

衣
い

ちゃん（若宮）
平成29年生まれ/1歳
父：善寿さん　　母：珠希さん

お誕生日おめでとう♡侑衣の笑顔にパパもマ
マも毎日癒されてるよ！これからもいろいろ
な事を一緒に経験していこうね♪

髙
たか

野
の

　正
まさ

宗
むね

くん（下川崎）
平成26年生まれ/4歳
父：弘和さん　　母：佳代子さん

新幹線が大好きなまーくん。またみんな
で「鉄博」に行こうね。ごはんいっぱい食
べて、大きくなってね。

武
む

藤
とう

　聖
せ

直
な

くん（渋川）
平成24年生まれ/6歳
父：晃さん　　母：麻希子さん
♪ハッピーバースデー♪最近、マイクラ
で建築名人になっている聖直くん。将来
は、大工さんになるのかな？その前にひ
らがなの読み書きを頑張ろうね★

平成30年度　二本松市発明くふう展
日常生活から生み出された逸品が揃う
　10月30日、「平成30年度二本松市発明くふう展」の表彰
式が市役所で行われ、「一般の部」に６点、市内の小・中
学校と高校の児童・生徒を対象にした「児童・生徒の部」
に18点の作品が寄せられました。このうち、二本松市長
賞と福島県発明協会長賞に選ばれた３点をご紹介します。

写真の前列左から、二本松市長賞の武藤悠翼くん・秀翼くん、三保
市長、齋藤美枝子さん、福島県発明協会長賞の渡邊凌羽くん、後列
左から、優秀賞の渡邊はるひさん、三津間佳心さん、鹿糠国光さん

普通の貯金箱だとおもしろくなさそう
なので、お金を入れるとみんなが楽し
くなるような貯金箱を作ろうと思い考
えた作品です。

おじいちゃんとおばあちゃんが、畑仕
事で腰が痛いと言っていたので、何か
楽に畑仕事ができるものはないかと考
えて作った作品です。

寒い時期に乳児に離乳食を与えるとき、
時間がかかると離乳食が冷めてしまうの
で、温かいまま全部食べさせたいという
お母さんの声を聞いて考えた作品です。

熊
くま

田
だ

　翔
しょう

大
た

郎
ろう

くん（亀谷）
平成25年生まれ/5歳
父：裕之さん　　母：絵梨子さん
食べるのが大好きな翔ちゃん、健康に育っ
てくれてありがとう。お誕生日、七五三
も迎えられて、おめでとう。これからも、
沢山のかわいい笑顔を見せてね♡

一般の部【二本松市長賞】 児童・生徒の部【二本松市長賞】 児童・生徒の部【福島県発明協会長賞】

『離乳食保温器』
齋藤美枝子さん

『畑仕事らくちんベルトいす』
武藤秀翼くん・悠翼くん

『コロコロ！にゃんこちょ金箱！』
渡邊凌羽くん
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地域 行事名等 日時（受付時間） 場　所 内　容 問い合わせ

二本松

親子
教室

０-1歳児合同 ７日 （金曜） 10：15〜11：30
子育て支援センター

（二本松保健センター内）

※ 12／27・28は 通 常 開
放が休みとなります。

クリスマスのお飾りをつくろう

子育て支援
センター
☎（23）0415

2歳児以上 ４日 （火曜） ９：45〜11：30

育児講座
14日

（金曜） ９：45〜12：00
冬のおたのしみ会※要予約

21日 離乳食作り※10組限定・要予約
育児セミナー 20日 （木曜） 13：15〜14：30 子どものスキンケア
子育て広場 通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） ８：30〜1６：00 年齢制限なし（保護者同伴）

安達

おひさまクラブ ６日、20日 （木曜） 10：00〜11：30 安達保健福祉センター ６日：自由に遊ぼう
20日：クリスマス会

健康増進課
☎（55）5110

あそびの広場
12日、19日 （水曜） 10：00〜11：00 子育て支援センター

（あだち保育園内）
クリスマス飾りをつくろう など あだち保育園

☎（６1）3290通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） ８：30〜13：30 年齢制限なし（保護者同伴）

支援センター
ぷらす

４日、18日 （火曜） 10：30〜11：15

子育て支援センター
（ 認定こども園まゆ

みぷらす内）

ひよっこクラブ

地域子育て支援セ
ンターぷらす
☎（24）8347

※ 内容等詳細はお
問い合わせくだ
さい。

４日（火）、21日（金） 17：50〜19：30 こども食堂
６日、20日 （木曜） 10：00〜12：00 栄養相談、身体測定
９日 （日曜） 10：00〜13：00 パパたちのセンター開放day
12日 （水曜） 10：00〜12：00 料理教室
13日 （木曜） 10：30〜12：00 お誕生会
18日 （火曜） 11：30〜12：00 離乳食作り
22日 （土曜） 10：00〜12：00 センター開放（土曜開放）
通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） ９：30〜1６：00 年齢制限なし（保護者同伴）

岩代
すくすく広場

６日、13日 （木曜） 10：00〜11：30 子育て支援センター
（小浜保育所内）

クリスマス飾りを作ろう など 小浜保育所
☎（55）2124通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） ８：30〜13：30 年齢制限なし（保護者同伴）

さくらっこ広場
５日（水）、13日（木） 10：00〜11：30 子育て支援センター

（ いわしろさくらこ
ども園内）

クリスマス飾りを作ろう など いわしろさくら
こども園
☎（57）2709通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） ８：30〜13：30 年齢制限なし（保護者同伴）

東和

つくしくらぶ 20日 （木曜） 10：00〜 東和保健センター おやつ料理教室（会費200円） 東和保健センター
☎（６６）2499

わくわく広場
11日、18日 （火曜） 10：00〜 子育て支援センター

（とうわこども園内）
※18日は東和保健センター

11日：クリスマス飾りを作ろう
18日：クリスマス会※要予約・先着10名 とうわこども園

☎（24）8125
通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） ８：30〜13：30 年齢制限なし（保護者同伴）

４カ月児健康診査（★要予約）
対象者 期　日 場　所 受付時間

平成30年７月20日〜８月10日生 12/12（水）安達保健福祉センター 12：30
〜13：00平成30年８月11日〜９月10日生 １/ ９（水）

10カ月児健康診査
・  対象者は満10カ月を迎えた方です。（まだの方は、１歳前まで受診できま

すので早めに受けましょう）
・  個別健診で実施していますので、問診票と「10カ月児健康診査のお知らせ」（出

生届出時に配布）をご覧になり、実施医療機関に予約の上、受診してください。

１歳６カ月児健康診査（★要予約）
対象者 期　日 場　所 受付時間

平成29年４月1６日〜４月25日生 12/ ６（木）安達保健福祉センター 12：00
〜13：20平成29年４月2６日〜５月12日生 12/19（水）二本松保健センター

３歳児健康診査（★要予約）
対象者 期　日 場　所 受付時間

平成27年８月８日〜８月23日生 12/13（木）安達保健福祉センター 12：00
〜13：20

離乳食ふれあい教室（★要予約）
　対　象　７カ月前後、１歳前後のお子さんと保護者
　日　時 期　日 場　所 受付時間 教室時間

12/ ４（火） 安達保健福祉センター ９：00
〜９：30

９：30
〜12：0012/20（木） 岩代保健センター

１/10（木） 二本松保健センター
　内　容　離乳食つくりや親子遊びなど　　参加費　無料
　持参物　 母子健康手帳、おんぶひも、エプロン、三角巾またはバン

ダナ等、子ども用スプーン、子ども用ミルク・タオルなど
　※各回の定員等、詳しくはお問い合わせください。
２歳児健康相談（予約不要、二本松・安達会場のみ）

対象者 期　日 場　所 受付時間
平成28年７月21日〜

８月25日生 12/ ５（水）二本松保健センター ９：00
〜９：15平成28年８月2６日〜

９月27日生
12/11（火） 安達保健福祉センター１/15（火）

フリー相談（予約不要）※電話での相談も受け付けます☎（24）8６６0
　場　所　子育て世代包括支援センター Mum（安達保健福祉センター内）
　内　容　乳幼児の身体測定や相談を行います。
　時　間　９：00〜17：00（年末年始・土日祝日は除く）
　※毎週水曜日の午前９時から正午までは、助産師も対応しています。

実施日 場　所 内　容 受付時間

12/ ３（月）
二本松保健センター 歯科・保健相談

９：00
〜11：00

安達保健福祉センター 保健相談
岩代保健センター 歯科・栄養・保健相談
道の駅ふくしま東和 栄養・保健相談

12/17（月）
二本松保健センター 保健相談

９：00
〜11：00

安達保健福祉センター 歯科・保健相談
岩代保健センター 保健相談
東和保健センター 歯科・保健相談

＊相談担当　保健相談…保健師　　歯科相談…歯科衛生士
　　　　　　栄養相談…栄養士
※市民はどなたでも相談できます。お気軽にご相談ください。

乳幼児健診・健康相談
問い合わせ…
健康増進課保健係
☎（55）5110
二本松保健センター
☎（55）5108
岩代保健センター
☎（65）2820
東和保健センター
☎（66）2499

育児教室

乳幼児健康診査

乳幼児健康相談

定例健康相談

健 康 と
　 育 児 の
ひ ろ ば

健康増進課予防係☎（５５）５10９

※ 乳幼児健康診査は「予約制」のため、事前に電話等でご予約ください。

※ 集団（４カ月・１歳６カ月児・３歳児）健診では、歯科・保健相談を行ってい
ます。歯科相談では希望があれば保護者の方の歯みがき支援も行っています。
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【12月】催事等のご案内　　　　※入場料等、詳しくはお問い合わせください

催
　
　
し

市役所
　二本松市金色４０３-１
　☎（２３）１１１１
安達支所
　二本松市油井字濡石１-２
　☎（２３）１２２１
岩代支所
　二本松市小浜字北月山２７
　☎（５５）２１１１
東和支所
　二本松市針道字蔵下２２
　☎（４６）２１１１
市ウェブサイトアドレス
　http://www.city.
      　　 nihonmatsu.lg.jp/

お
知
ら
せ

inform
ation

開催日 会　場 催事等の内容 開始時間 問い合わせ

２日
（日）

コンサー
トホール

第29回あだたら混声合唱協会
定期演奏会 14：00 久納

☎（23）4021

９日
（日）

二本松市
民会館 中村雅俊コンサートツアー2018 17：00 文化課文化振興係

☎（55）5154

15日
（土）

市民交流
センター

人形劇「ＰＯＨＡＤＫＹ」
※演目：赤ずきんなど 11：00 市民交流センター

☎（24）1215

15日（土）
～

16日（日）

市民交流
センター 交流センター冬まつり 11：00 市民交流センター

☎（24）1215

16日
（日）

二本松市福
祉センター

二本松歴史研究会
「三春藩と戊辰戦争について」 10：00 事務局・安部

☎（23）6054

18日
（火）

市民交流
センター 年金出張相談会 10：00

街角の年金相談セ
ンター福島
☎024（531）3838

23日
（日）

コンサー
トホール

川名ピアノ教室
ピアノ発表会 13：30 川名

☎（22）7170

市民課窓口日曜サービス（本庁のみ）／毎週日曜日の８：30から12：00までです。
※12月30日（日）は、日曜窓口サービスを行いません。

二本松音楽協会�第88回定期演奏会
~エル・システマ出身の天才ヴァイオリニスト&ピアニストの匠による調べ~

アレクシス・カルデナス&上田晴子
デュオ リサイタル
日　時　12月16日�(日)　15：00~開演
場　所　二本松市コンサートホール
出　演　アレクシス・カルデナス(ヴァイオリン)
　　　　上田晴子(ピアノ)　
曲　目　�フォーレ：ヴァイオリン・ソナタ第１番イ長調�

Op.13■アクロン：ヘブライの旋律Op.33■ファ
リャ：スペイン舞曲■ブロッホ：「バール・シェム」
より第3曲シンシャス・トラ■ドビュッシー：月の光■サラサーテ：ハバネラ「スペイン舞曲」
よりOp.26-8■シマノフスキ：「神話－3つの詩」Op.30より�第1曲アレトゥーサの泉■ハ
チャトリアン：剣の舞■ピアソラ：リベルタンゴ　■ラヴェル：ツィガーヌ

　　　　※�曲目等変更になる場合があります｡ あらかじめご了承ください。
入場料�　一般5,000円　　学生(高校生以下)1,000円
　　　　　　　　　　　　　◎問い合わせ…二本松音楽協会事務局(川崎)　☎090（2795）5646

アレクシス・カルデナス 上田晴子

お問い合わせ
スカイピアあだたら アクティブパーク ☎0243-24-5066

遊びに来てね！ スカイピアあだたら アクティブパーク
☆営業時間☆　
　平　　日　13：00～21：00
　土日祝日　10：00～21：00
☆定休日☆　毎週水曜日
☆年末年始の営業時間☆
　12月31日…10：00～18：00
　１月１日…休館
　１月２日…休館

クライミング
レンタルシューズ

無 料 券
（有効期限：H31.１.31まで）

スケートボード
（ストリート/バーチカル）

スラックライン

クライミング
（リード/ボルダリング/スピード）

12月の講座のご案内12月の講座のご案内12月の講座のご案内12月の講座のご案内 要予約 定員：しめ縄飾り12人、バネのポーチ作り12人
　　　年賀状作り10人、一閑張り12人

※申込〆切日を過ぎてもキャンセル等の都合により受講可能な場合も
　ありますのでお気軽にお問い合わせください。

【しめ縄飾り講座】
開 講 日：12/２㈰
時　　間：10：00～12：00 
　　　　　13：00～15：00
料　　金：1.000円
申込〆切：開講日の前日

お申し込み・お問い合わせ：二本松市和紙伝承館（☎61－3200）

【バネのポーチ作り講座】

開 講 日：12/４㈫、10㈪、15㈯
時　　間：10：00～12：00
料　　金：600円（※材料費別途料金）
申込〆切：各開講日の前日

【毎月開催！一閑張り講座】【年賀状作り講座】
開 講 日：12/３㈪、９㈰
時　　間：10：00～12：00
料　　金：1,000円（10枚）
申込〆切：各開講日の前日

開 講 日：12/９㈰、12㈬
時　　間：13：00～15：00
料　　金：1,500円（２個）
申込〆切：各開講日の５日前
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川
本
元
気
塾
健
康
づ
く
り

測
定
コ
ー
ナ
ー

　

福
島
大
学
の
川
本
和
久
研
究
室

に
よ
る
、
立
位
姿
勢
の
重
心
な
ど

簡
単
な
測
定
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
ま
す
。

日　

時　

12
月
３
日（
月
）

　
　
　
　

12
月
17
日（
月
）

　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

場　

所　

安
達
支
所
内

内　

容

重 

心
動
揺
…
立
位
姿
勢
に
お
け
る

　

 

バ
ラ
ン
ス
を
測
定
し
、
重
心
の

置
き
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

微 

小
循
環
…
手
の
指
先
の
毛
細
血

管
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
血
液
の
流

れ
を
確
認
し
て
、
生
活
改
善
等

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

測
定
料　

無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

　

☎（
62
）７
０
６
７

　

Fax（
22
）７
１
７
１

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

募
集
案
内
を
12
月
３
日
よ
り
、

建
築
住
宅
課（
市
役
所
２
階
）、
各

支
所
産
業
建
設
課
ま
た
は
各
住
民

セ
ン
タ
ー
窓
口
に
設
置
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

12
月
３
日（
月
）～
14
日（
金
）

必
要
書
類
等

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
が
無
い

場
合
は
、
住
民
票
と
所
得
証
明

書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

定
住
促
進
住
宅

「
あ
だ
ち
団
地
」入
居
者
募
集

　

あ
だ
ち
団
地
は
、
安
達
駅
ま
で

徒
歩
15
分
。
小
・
中
学
校
に
近
く
、

商
業
施
設
も
徒
歩
圏
内
で
、
子
育

て
世
代
に
最
適
で
す
。
間
取
り
は

３
Ｄ
Ｋ
で
、
ご
家
族
が
増
え
て
も

ゆ
っ
た
り
暮
ら
せ
ま
す
。
新
た
な

生
活
を
始
め
る
新
婚
世
帯
に
も
お

勧
め
で
す
。

募
集
期
間　

市
営
住
宅
と
同
じ
。

入
居
者
資
格

・
市
税
の
滞
納
が
無
い
方

・
暴
力
団
員
で
な
い
方

・ 

二
本
松
市
内
に
定
住
す
る
意
思

の
あ
る
方
、
ま
た
は
現
に
同
居

し
、
も
し
く
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
方

・ 

政
令
月
収
が
10
万
４
千
円
を
超

え
、
48
万
７
千
円
以
下
で
あ
る

方
必
要
書
類
等

　

住
民
票
・
所
得
証
明
書
・
入
居

申
込
書
・
納
税
証
明
書
・
印
鑑

※ 

こ
の
他
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情

に
よ
り
必
要
と
な
る
書
類
が
あ

り
ま
す
。

※ 
入
居
申
込
書
、
納
税
証
明
書
の

用
紙
は
、
建
築
住
宅
課
ま
た
は

各
支
所
産
業
建
設
課
に
あ
り
ま

す
。

家
賃
等（
月
額
）

①
住
宅
使
用
料

　
　

３
万
７
千
円（
定
額
）

②
駐
車
場
使
用
料

　

・
１
台
目
は
無
料

　

・ 

２
台
目
か
ら
は
、
１
台
に
つ

き
３
２
４
０
円

※ 

こ
の
他
、
団
地
組
合
に
よ
る
共

益
費
が
あ
り
ま
す
。

※ 

市
営
住
宅
、
定
住
促
進
住
宅
と

も
に
、
申
し
込
み
の
無
か
っ
た

住
宅
は
１
月
上
旬
に
随
時
募
集

を
行
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

建
築
住
宅
課
住
宅
係

　

☎（
55
）５
１
３
３

　

Fax（
23
）１
１
９
７

　

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課

二本松地域　福祉センター　12月�６日（木）10：00〜15：00
安 達 地 域　安達公民館　12月�４日（火）10：00〜15：00
岩 代 地 域　岩 代 支 所　12月�６日（木）10：00〜12：00
東 和 地 域　東 和 支 所　12月�４日（火）10：00〜12：00

無　料
人権・行政
相談所

現在の
居住地

居住地により
異なるもの

居住地に関係
なく必要なもの

市　内

・マイナンバー
※ 通知カード持参の

場合は本人確認書
類が必要

※ 平成30年１月１日
現在、市内に住所
が無かった方は所
得証明書が必要

・納税証明書
　（ 住宅申し込

み用）
・印鑑
・  その他各自の

事情により必
要な書類

市　外 ・住民票
・所得証明書

土曜日の無料法律相談が始まりました！

火曜日

弁 護 士
司法書士

弁 護 士
税 理 士
建 築 士

土地家屋調査士
弁護士

弁 護 士
行政書士
社会福祉士
社会保険労務士

弁護士
（第2、第4）

水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

法テラス二本松
弁護士、各種専門家による相談を無料で受けることができます。

二本松市郭内１-196-1　福島県男女共生センター４階
【お問い合わせ】 ☎0503381-3803（９時～17時）

パン工房ショプロン

22-8295
二本松市休石144-9

TEL&FAX

住　所

木曜日定休日

８：00～18：00営業時間

●

●

●

●

●

Ｊ
Ａ

ふ
く
し
ま
未
来

安
達
支
店

二本松市安達支所

保健センター

定住促進住宅
あだち団地

スーパー

油井
小学校

コンビニ〒
文

GS

４

募
　
　
集

▲「あだち団地」�間取り図
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ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

受
講
者
募
集

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
島
で
は
、

再
就
職
・
転
職
を
目
指
す
求
職
者

を
対
象
に
、
就
業
に
役
立
つ「
も

の
づ
く
り
系
職
業
訓
練
」を
行
っ

て
い
ま
す
。

訓
練
コ
ー
ス
名

　

テ
ク
ニ
カ
ル
メ
タ
ル
ワ
ー
ク
科

　
（
溶
接
技
術
コ
ー
ス
）

訓
練
期
間

　

平
成
31
年
2
月
1
日（
金
）

　
　
　
　
　

～
7
月
30
日（
火
）

訓
練
会
場

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
島

対�

象
者　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

者
登
録
を
し
て
い
る
方

定　

員　

15
人

受
講
料　

無
料

募
集
期
間　

12
月
11
日（
火
）

　

～
平
成
31
年
1
月
11
日（
金
）

申�

し
込
み
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

備
え
付
け
の
受
講
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
二
本
松
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
島

　

☎
０
２
４（
５
３
４
）３
６
４
４

　

Fax
０
２
４（
５
３
３
）６
６
１
０

自
衛
官
募
集

「
二
本
松
の
四
季
」観
光
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

募
集
部
門

①『
秋
の
霞
ヶ
城
公
園
』部
門

②『
菊
人
形
』部
門

③『
安
達
太
良
山（
秋
・
冬
）』部
門

④『
二
本
松
城
』部
門

⑤『
ま
つ
り（
四
季
）』部
門

⑥『
戊
辰
１
５
０
年
』部
門

応
募
作
品
規
格
等

・ 

カ
ラ
ー（
モ
ノ
ク
ロ
可
）、
四
つ

切
り（
ワ
イ
ド
含
む
）、
単
写
真
。

・
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

・
各
部
門
１
人
３
点
ま
で
。

応
募
資
格　

特
に
な
し

応
募
方
法

　

部
門
名
、
題
名
、
撮
影
場
所
、

撮
影
年
月
日
、
撮
影
者
名（
フ
リ

ガ
ナ
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
年

齢
を
明
記
し
た
応
募
票
を
作
品
の

裏
側
に
貼
付
し
、
持
参
ま
た
は
郵

送
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
作
品
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

※ 

応
募
作
品
は
、
市
役
所
や
各
施

設
な
ど
で
展
示
し
ま
す
。

応
募
上
の
注
意

・ 

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
作
品

も
可（
四
つ
切
り
相
当
サ
イ
ズ

で
プ
リ
ン
ト
）。

・ 

１
年
以
内
に
撮
影
し
た
作
品
で

あ
る
こ
と
。

・ 

被
写
体
が
人
物
の
場
合
、
必
ず

本
人
の
承
諾
を
得
る
こ
と
。

・ 

二
本
松
市
内
で
撮
影
さ
れ
た
作

品
で
あ
る
こ
と
。

応
募
締
め
切
り（
６
部
門
共
通
）

　

平
成
31
年
２
月
15
日（
金
）必
着

審　

査　

平
成
31
年
２
月（
予
定
）

表　

彰

【
最
優
秀
賞
】　

各
部
門
１
人

【
優
秀
賞
】　　

各
部
門
２
人

【
入
選
】　　
　

各
部
門
２
人

※
各
賞
と
も
、
賞
状
・
副
賞
有
り
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
…

　

�

二
本
松
市
観
光
連
盟（
観
光
課

内
）☎（
55
）５
１
２
２

　

Fax（
22
）８
５
３
３

鳥
獣
被
害
対
策
講
習
会

受
講
者
募
集

　

イ
ノ
シ
シ
等
の
鳥
獣
に
よ
る
農

業
被
害
へ
の
集
落
ぐ
る
み
の
対
策

を
推
進
す
る
た
め
、
鳥
獣
の
生
態

と
総
合
的
な
被
害
対
策
手
法
を
学

ぶ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
専
門

家
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日　

時

　

12
月
20
日（
木
）

　

午
後
２
時
～（
２
時
間
程
度
）

場　

所

　

東
和
文
化
セ
ン
タ
ー

二本松市シルバー人材センター入会説明会　12月11日（火）　13：30〜15：00
　　会場�二本松市シルバー人材センター（若宮２-69）☎（23）5099

ヤマニ建設株式会社
〒964-0994 福島県二本松市南町225 TEL 0243-23-1409㈹ FAX 0243-23-1410
ホームページ http://www.yamani-1971.com/ E-mailアドレス info@yamani-1971.com

二本松市立とうわこども園

◆第32回福島県建築文化賞
　　　  優秀賞受賞
◆第36回東北建築賞
　　　作品賞受賞

※ＦⅠ、ＦⅡ開催情報はあだたらホームページでご確認ください

2018年12月オートレース開催日程

１～3 飯塚オート
１～3

4～7 伊勢崎オート
8～11
12～16 スピード王ＧⅠ（山陽）

18～20 飯塚オート
21～24 浜松オート
23～26 山陽オート
27～31 スーパースター
ＳＧ（川口）

2018年12月 競輪開催日程
28～30

0243-53-2267☎

●競輪場外車券売場

サテライトあだたら

入場ポイント２倍！
５と０の付く日は

詳しくはサテライトあだたらホームページ♪

③

① 月曜・水曜・金曜
　  ナイター未確定車券3,000円分で
　 景品プレゼント
② 水曜・日曜 ウェルカムドリンク

お得情報

オートレース初心者講習会
随時開催

オートレース初心者講習会
随時開催

13～16伊東温泉記念［GⅢ］

競輪ＧＰ
１～４ 四日市記念［GⅢ］ ６～９ 広島記念［GⅢ］

21～24佐世保記念［GⅢ］

（静岡）

浜松オート

川口オート

募集種目 採用予定 採用資格 受付期間 試験日

陸上自衛隊
高等工科学校 一般 中学卒業（見込み含む）

で17歳未満の男女
11月１日～
H31年１月７日

１次：H31年１月19日
２次：H31年２月１日～４日

自衛官候補生 陸 上・海 上・航
空男子 18歳以上33歳未満の者 年間を通じて 受け付け時にお知らせします。

※募集人員については、決定次第、自衛官募集ホームページ等でお知らせします。
◎問い合わせ・資料請求先�生活環境課・各支所地域振興課または自衛隊福島募集案内所☎024（545）7995
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（
２
階
研
修
室
）

講　

師

　

合
同
会
社
東
北
野
生
動
物
保
護

管
理
セ
ン
タ
ー　

鈴
木　

淳 

氏

対
象
者

　

鳥
獣
被
害
対
策
に
関
心
を
お
持

ち
の
市
内
の
農
業
者
お
よ
び
市
民

の
方

参
加
費　

無
料

そ�

の
他　

事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
の
で
、
当
日
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

農
林
課
農
地
管
理
係

　

☎（
55
）５
１
１
８

　

Fax（
22
）８
５
３
３

冬
の
星
空
講
座

開
催
内
容
・
日
時

『
聖
夜
の
星
空
と
日
食
』

　

12
月
22
日（
土
）

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

『
観
望
会
～
星
空
を
見
上
げ
る
～
』

　

平
成
31
年
１
月
12
日（
土
）

　

午
後
６
時
30
分
～

『 
冬
の
星
座
物
語

 
～
オ
リ
オ
ン
か
ら
め
ぐ
る
旅
～
』

　

平
成
31
年
１
月
19
日（
土
）

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

参
加
資
格　

小
学
生
以
上

※
小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴

受
講
料　

無
料

募
集
定
員　

20
組

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

申
込
期
限

　

12
月
17
日（
月
）午
後
７
時

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎（
24
）１
２
１
５

　

Fax（
24
）１
２
１
６

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

亡
く
な
っ
た
と
き

①
死
亡
の
届
け
出

　

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く

な
っ
た
と
き
は
、遺
族
の
方
が「
年

金
受
給
権
者
死
亡
届
」を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け
出
は
、

戸
籍
や
住
民
票
の
死
亡
届
と
は
別

に
必
要
で
す
。

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
年
金
証
書
、

死
亡
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
書

類（
死
亡
診
断
書
の
写
し
等
）を
添

え
て
、
年
金
事
務
所
、
ま
た
は
市

役
所
国
保
年
金
課
、
各
支
所
地
域

振
興
課（
共
済
年
金
の
場
合
は
共

済
組
合
）へ
お
早
め
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
が
遅
れ
、
本
人
の
死
亡

後
に
年
金
を
受
け
取
っ
た
と
き
は
、

そ
の
分
の
年
金
を
返
す
こ
と
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
未
支
給
年
金
の
請
求

　

年
金
は
、
亡
く
な
っ
た
月
の
分

ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
亡
く
な
っ

た
方
に
支
払
わ
れ
る
年
金
が
残
っ

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
未
払
い
の

年
金（
未
支
給
年
金
）を
、
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
た
遺
族
が
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
未
支
給
年

金
を
受
け
取
れ
る
遺
族
の
優
先
順

位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
配
偶
者

②
子

③
父
母

④
孫

⑤
祖
父
母

⑥
兄
弟
姉
妹

⑦ 

そ
の
他
①
～
⑥
以
外
の
３
親
等

内
の
親
族

※ 「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」と
同

時
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※ 

必
要
書
類
等
に
つ
い
て
、
あ
ら

か
じ
め
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

③
遺
族
に
対
す
る
給
付

　

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く

な
ら
れ
た
と
き
に
、
そ
の
方
に

よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た

遺
族
が
い
る
場
合
に
は
、
遺
族
年

金
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
受
け
ら
れ
る
遺
族
の
範
囲
等
、

詳
し
い
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
年

金
事
務
所
ま
た
は
各
共
済
組
合
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

国
保
年
金
課
国
保
年
金
係

　

☎（
55
）５
１
０
６

　

Fax（
22
）１
５
４
７

国
民
年
金
に
加
入
中
の
方
が

亡
く
な
っ
た
と
き

　

国
民
年
金
に
加
入
中（
第
１
号

被
保
険
者
・
任
意
加
入
者
）の
方

が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
次
の
よ
う

な
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
の
加
入
中
ま
た
は
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
が

25
年
以
上
あ
る
方
が
亡
く
な
ら
れ

た
と
き
に
、
生
計
を
維
持
さ
れ
て

い
た「
子
の
あ
る
配
偶
者
」ま
た
は

「
子
」に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※ 

子
と
は
、
18
歳
に
な
っ
た
年
度

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る

子
、
ま
た
は
20
歳
未
満
で
障
が

い
等
級
１
級
ま
た
は
２
級
の
障

が
い
状
態
に
あ
る
子
を
い
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
子
が
婚
姻
を

し
て
い
な
い
こ
と
も
条
件
と
な

り
ま
す
。

※ 

加
入
中
だ
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
の
納
付
要
件
が
あ
り
ま
す
。

そ�

の
他　

寡
婦
年
金
や
死
亡
一
時

金
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

東
北
福
島
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４（
５
３
５
）０
１
４
１

　

Fax
０
２
４（
５
３
５
）３
５
２
９

教
室
・
講
座

年
　
　
金
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下
水
道
受
益
者
負
担
金

　

安
達
処
理
区
の
第
３
期
納
入
期

間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

納
入
通
知
書
の
場
合

　

12
月
３
日（
月
）～
25
日（
火
）

口
座
振
替
の
場
合

　

振
替
日
…
12
月
10
日（
月
）

※
納
期
内
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※ 

口
座
振
替
の
方
は
、
残
高
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

お
支
払
い
は
口
座
振
替
が
便
利

で
す
。

油
分
が
多
い
も
の
を
排
水
口

か
ら
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

流
さ
れ
た
油
が
野
菜
ク
ズ
や
食

べ
か
す
と
と
も
に
冷
え
固
ま
り
、

排
水
管
が
詰
ま
っ
て
し
ま
い
、
逆

流
や
臭
い
発
生
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
ま
た
単
独
浄
化
槽
や
汲
み
取

り
の
場
合
、
油
等
が
そ
の
ま
ま
側

溝
へ
流
れ
て
し
ま
い
、
生
活
環
境

が
悪
化
し
ま
す
。
早
期
の
下
水
道

へ
の
接
続
、
ま
た
は
合
併
浄
化
槽

へ
の
切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

下
水
道
課
下
水
道
管
理
係

　

☎（
55
）５
１
３
８

　

Fax（
62
）１
０
３
３

年
末
年
始
に
お
け
る

　『
地
域
安
全
運
動
』

　『
交
通
事
故
防
止
』

　
　
　
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
年
末
年
始
に

犯
罪
や
交
通
事
故
に
遭
う
こ
と
な

く
、
明
る
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
る

よ
う
に「
地
域
安
全
運
動
」と「
交
通

事
故
防
止
運
動
」を
実
施
し
ま
す
。

　

防
犯
協
会
や
交
通
安
全
協
会
、

交
通
安
全
母
の
会
や
学
校
、
皆
さ

ん
の
職
場
な
ど
が
実
施
す
る
各
種

運
動
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

運
動
期
間

　

12
月
10
日（
月
）

　
　

～
平
成
31
年
１
月
７
日（
月
）

�

地
域
安
全
運
動�

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

 　

 

隣
近
所
と
の
あ
い
さ
つ
、
声
掛

け
の
励
行
の
ほ
か
、
不
審
者
を

発
見
し
た
と
き
は
速
や
か
に
警

察
署
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

一
戸
一
灯
防
犯
運
動

　

 

各
家
庭
で
門
灯
や
玄
関
灯
を
点

灯
さ
せ
、
夜
間
で
も
街
全
体
を

明
る
く
し
、
犯
罪
を
防
ぐ
環
境

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　

 

お
金
の
振
り
込
み
を
求
め
る
電

話
が
あ
っ
た
ら
、
振
り
込
む
前

に
必
ず
家
族
や
警
察
署
、
金
融

機
関
の
職
員
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
電
話
の
相
手
が
次

の
言
葉
を
使
用
し
た
ら
、
な
り

す
ま
し
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

　

①
携
帯
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
。

　

② 

風
邪
を
ひ
い
て
声
が
お
か
し

い
。

　

③ 

県
警
○
○
課（
○
○
署
）の
○

○
で
す
。

　

④ 

近
く
の
ス
ー
パ
ー
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

に
行
っ
て
。

　

⑤ 

○
○（
他
人
名
義
）さ
ん
の
口

座
に
振
り
込
ん
で
。

　

⑥
エ
ク
ス
パ
ッ
ク
で
送
金
し
て
。

　

⑦ 

支
払
わ
な
い
場
合
は
法
的
手

段
を
と
る
。

　

⑧ 

融
資
す
る
た
め
に
は
保
証
金

が
必
要
。

　

⑨
債
務
の
一
本
化
が
可
能
で
す
。

　

⑩ 

医
療
費
の
返
還（
還
付
）が
あ

り
ま
す
。

　

⑪ 
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
ま
す

か
？

　

⑫ 

言
う
と
お
り
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操

作
し
て
。

�

交
通
事
故
防
止
運
動�

飲
酒
運
転
絶
対
に

　
　
「
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」

　

年
末
年
始
は
、
忘
年
会
、
新
年

会
な
ど
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え

る
時
期
で
す
。
飲
酒
し
た
場
合
は

絶
対
に
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
運
転
す
る
可
能
性
が
あ
る

人
に
お
酒
を
勧
め
て
も
い
け
ま
せ

ん
。
ど
う
し
て
も
車
で
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、「
ハ

ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
」を
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

車
の
ラ
イ
ト
は
早
め
に
点
灯
！

　

秋
口
か
ら
冬
期
に
か
け
て
は
、

日
没
時
間
が
早
ま
る
た
め
、
特
に

夕
暮
れ
時
に
交
通
事
故
が
多
発
し

ま
す
。「
午
後
４
時
を
目
安
と
し

た
ラ
イ
ト
の
早
め
点
灯
」お
よ
び

「
ラ
イ
ト
の
こ
ま
め
な
上
下
切
り

替
え
」に
よ
っ
て
、
交
通
事
故
の

防
止
を
図
る『
Ｐ
Ｍ
４（
ピ
ー
エ
ム

フ
ォ
ー
）ラ
イ
ト
オ
ン
運
動
』に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　

☎（
55
）５
１
０
２

　

Fax（
22
）４
４
７
９

ホームページをどうぞご覧下さい。
URL http://www.satou-gumi.co.jp

住んでみませんか！
ご連絡お待ちしております。

▶▶ 入居キャンペーン中 ◀◀

低 家 賃 宣 言

株式
会社 佐藤組
二本松市表1丁目552 -7

TEL 22－8558

安心快適賃貸！

暮
　
ら
　
し

下
　
水
　
道
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労
働
困
り
ご
と
相
談
会

　

福
島
県
労
働
委
員
会
で
は
、
皆

さ
ん
の
職
場
の
中
で
起
き
て
い
る

賃
金
や
、
労
働
に
関
す
る
困
り
ご

と
や
疑
問
に
つ
い
て
の
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

開
催
日　

12
月
16
日（
日
）

現
地
相
談
会

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　

所

　

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
（
自
治
会
館
４
階
）

電
話
相
談

　

午
前
10
時
～
午
後
７
時

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
５
９
４

※ 

労
働
困
り
ご
と
相
談
は
、
相
談

会
以
外
で
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ･･･

　

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
５
９
４

交
通
事
故
の
損
害
賠
償
問
題

で
お
困
り
の
方
へ

　

自
動
車
事
故
の
被
害
に
遭
わ
れ
、

示
談
を
め
ぐ
る
損
害
賠
償
の
問
題

で
お
困
り
の
方
へ
、弁
護
士
が「
中

立
・
公
正
」な
立
場
で
当
事
者
間

の
紛
争
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
被
害
者
本
人
に
損
害
賠
償
問

題
の
法
律
知
識
が
な
く
て
も
、
交

渉
に
不
慣
れ
で
も
安
心
で
す
。
ま

ず
は
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

費　

用　

無
料

◎
相
談
・
問
い
合
わ
せ
…

　
（�

公
社
）交
通
事
故
紛
争
処
理
セ

ン
タ
ー
仙
台
支
部

　

☎
０
２
２（
２
６
３
）７
２
３
１

　

Fax
０
２
２（
２
６
８
）１
５
０
４

福
島
財
務
事
務
所
に
よ
る

相
談
窓
口
お
よ
び
出
前
講
座

�

多
重
債
務
・
貸
金
業
に
関
す
る

�

相
談
窓
口�

　

次
の
よ
う
な
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
秘
密
厳
守
、
相
談
無

料
で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・ 

返
済
し
き
れ
な
い
借
金
に
関
す

る
こ
と
。

・ 

貸
金
業
者
や
、
い
わ
ゆ
る「
ヤ

ミ
金
融
」業
者
に
関
す
る
情
報
。

・ 

不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
預
貯

金
口
座
に
関
す
る
こ
と
。

受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

・
午
前
８
時
30
分
～
正
午

・
午
後
１
時
～
４
時
30
分

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

相
談
料　

無
料

◎
相
談
窓
口
…

　

�
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
理
財

課（
福
島
市
松
木
町
）

　

☎
０
２
４（
５
３
３
）０
０
６
４

　

Fax
０
２
４（
５
３
５
）０
３
１
１

�

出
前
講
座�

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や

各
種
団
体
の
会
合
な
ど
に
伺
い
、

「
お
こ
づ
か
い
帳
を
つ
け
よ
う（
小

学
生
向
け
）」「
日
本
の
財
政
を
考

え
よ
う（
一
般
向
け
）」「
金
融
犯
罪

（
な
り
す
ま
し
詐
欺
等
）被
害
防

止
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ

で
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

費　

用　

無
料

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

福
島
財
務
事
務
所
総
務
課

　

☎
０
２
４（
５
３
５
）０
３
０
１

住
生
活
総
合
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　

12
月
１
日
、
全
国
で
住
生
活
総

合
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
住
生
活
基
本
法
に
基
づ
く

も
の
で
、
住
生
活
の
安
定
・
向
上

に
係
る
総
合
的
な
施
策
を
推
進
す

る
上
で
必
要
と
な
る
基
礎
資
料
を

得
る
た
め
に
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
10
月
に
実
施
さ
れ
た

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
回
答
い

た
だ
い
た
世
帯
の
中
か
ら
一
部
を

選
び
、
全
国
で
約
12
万
世
帯
を
対

象
に
行
い
ま
す
。
11
月
下
旬
か
ら

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
調
査
票
を

配
布
し
、
郵
送
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
り
回
収
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
国
土
交
通
省
住
宅
局
住
宅
政
策
課

　

☎
０
３（
５
２
５
３
）８
１
１
１

　

Fax
０
３（
５
２
５
３
）１
６
２
８

　

※
国
が
実
施
す
る
調
査
で
す
。

畳のことなら
お任せください

狩 野 
店 畳 

替メニュー（税別）

二本松市原セ大畑250-1 TEL/FAX

■障子、アミ戸（欄間サイズ）　500円～
■ふすま（1枚）　　　　　　 2,600円～
■畳替え（1枚）　　　　　 　5,000円～

0243-23-7945
携 帯 090-4888-1032

ガラス修理、雨どい修理、ペアガラス設置、床修理、
クロス、カーテン、カビ対策アドバイス など

～絨毯（じゅうたん）の除菌もしております～
そ の 他

そ
　
の
　
他
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③��飲料水（水道水）の
放射性物質モニタ
リング検査結果

②�自家消費用農産物の放射性物質測定結果（市独自）
　市放射性物質測定センターなどで測定した作物のうち、特に検査数の多かった４種類の作物の
測定結果です。この測定結果は、放射性物質を市独自に測定した数値であり、出荷あるいは販
売等の目安となる数値ではありません。（測定年月日：平成30年10月１日～31日・単位：Bq/kg）

　水道・簡易水道では
週に１回の放射性物質
モニタリング検査を行っ
ています。平成30年11
月７日採水分までの検
査結果において、放射
性物質は未検出（検出
限界値以下）でした。
※ ゲルマニウム半導体

検出器の検出限界値
はおおむね１Bqと
なっています。

◎問い合わせ�
①��除染推進課調査推
進係☎（22）1580

②��市放射性物質測定
センター

　�☎（55）5160
③�水道課水道業務係
　�☎（55）5137

（測定日：11月12日）

品名 測定
件数

不検
出数 検出数 基準値超数

（100Bq/kg）
セシウム

最小値 最大値
柿 55件 55件 0件 0件 不検出

サツマイモ 25件 25件 0件 0件 不検出
白菜 22件 22件 0件 0件 不検出

サトイモ 22件 22件 0件 0件 不検出

測定地点 H30 H29
二本松市役所 0.13 0.15
二本松住民センター 0.11 0.11
塩沢住民センター 0.08 0.09
岳下住民センター 0.17 0.15
杉田住民センター 0.12 0.13
石井住民センター 0.10 0.10
大平住民センター 0.14 0.17

測定地点 H30 H29
あだたら体育館 0.08 0.08
安達支所 0.09 0.09
渋川住民センター 0.13 0.14
上川崎住民センター 0.16 0.16
下川崎住民センター 0.14 0.15
岩代支所 0.12 0.13
新殿住民センター 0.11 0.12
旭住民センター 0.10 0.11

測定地点 H30 H29
田沢集会所 0.08 0.09
田沢（曲山集会所） 0.12 0.13
初森（初森老人憩いの家）0.10 0.10
東和支所 0.11 0.12
木幡住民センター 0.10 0.11
太田住民センター 0.10 0.11
戸沢住民センター 0.12 0.14
戸沢（熊野谷集会所）0.12 0.12

①�市内の環境放射線量測定値

※ 左表はセシウムの合計値（セシウ
ム134＋セシウム137）のみの公表
となっています。

※ 検出限界値は、測定物の重量や
密度により測定物毎に異なりま
す。検出限界値未満のものを不
検出としています。

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

二
本
松
し
ん
き
ん
城
山
プ
ー
ル

　

12
月
31
日（
月
）

　
　

～
平
成
31
年
１
月
１
日（
火
）

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

12
月
29
日（
土
）

　
　

～
平
成
31
年
１
月
３
日（
木
）

※ 

12
月
28
日
の
開
館
時
間
は
、
１

階
部
分
が
午
後
６
時
ま
で
で
、

１
階
以
外
部
分
は
午
後
１
時
ま

で
と
な
り
ま
す
。

二
本
松
市
歴
史
資
料
館

　

12
月
29
日（
土
）

　
　

～
平
成
31
年
１
月
３
日（
木
）

智
恵
子
の
生
家
・
記
念
館

　

12
月
28
日（
金
）

　
　

～
平
成
31
年
１
月
３
日（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
…

・
二
本
松
し
ん
き
ん
城
山
プ
ー
ル

　

☎（
24
）７
５
５
５

　

Fax（
24
）７
５
５
７

・
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎（
24
）１
２
１
５

　

Fax（
24
）１
２
１
６

・
二
本
松
市
歴
史
資
料
館

　

☎（
23
）３
９
１
０

　

Fax（
23
）３
９
１
０

・
智
恵
子
の
生
家
・
記
念
館

　

☎（
22
）６
１
５
１

　

Fax（
22
）６
１
５
１

菊
松
く
ん
に

『
年
賀
状
』を
送
ろ
う
！

　

み
ん
な
が
大
好
き
な
二
本
松
市

公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
菊
松
く
ん
に
、

「
年
賀
状
」を
送
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

お
送
り
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

「
菊
松
く
ん
」か
ら
返
事
が
届
き
ま

す
。

応
募
期
限

　

平
成
31
年
１
月
４
日（
金
）

宛
て
先

　

〒
９
６
４
‐
８
６
０
１

　

 

福
島
県
二
本
松
市
金
色
４
０
３

番
地
１

　

二
本
松
菊
栄
会
事
務
局

　
「
菊
松
く
ん
」宛
て

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

�

一
般
財
団
法
人
二
本
松
菊
栄
会

事
務
局（
市
役
所
観
光
課
内
）

　

☎（
55
）５
１
２
２

　

Fax（
22
）８
５
３
３

相続/遺言無料相談会
◇１月15日（火）午後６時～８時

◇二本松市勤労者研修センター２階（郭内北小隣り）

◎電話で佐藤までご予約ください。　◎相続遺言に係る文書作成に関す
る相談会です。　◎守秘義務を守りますので安心してご相談下さい。

行政書士  佐藤直人（☎23-5980　油井字前作171）
行政書士  石川晃雄（☎23-4460　原セ諏訪236）

相 続 サ ポ ー ト あ だ ち

みんな
出して
くれる
かな…



N i h o n m a t s u  　 I n f o r m a t i o n

25 Nihonmatsu City Public Relations, 2018.12, Japan

鳥居の密室
世界にただひとりの
　　　　サンタクロース
　島田荘司/著　（新潮社）
厳重な密室に殺人者とサンタだけが
出入りした。人気探偵・御手洗潔が
活躍する書き下ろし長編ミステリー。

やだもんやだもん
　　　　　にこちゃんやー
　原あいみ/絵　　ケロポンズ/文
　（ポプラ社）
にこちゃんは、おふろに入りた
くないみたい。「やだもん、や
だもん」と逃げてしまいます。
イヤイヤ期の赤ちゃん＆パパ・
ママを応援する絵本。

◎問い合わせ�安達地方広域行政組合消防本部・北消防署☎（22）1211

図書館だより
今月は二本松図書館の新着本をご紹介します。 二本松図書館　☎（23）5082

　休�館日　12月３日（月）、10日（月）、17日（月）、
　　25日（火）、28日（金）～１月３日（木）
　おはなしのへや
　　日　時　12月１日（土）　11：00～11：30
　　場　所　二本松図書館
　　内　容　日本の昔ばなし
　冬のとしょかんまつり
　　日　時　12月９日（日）　10：30～11：45
　　場　所　二本松図書館
　　内　容　 楽しいお話しがいっぱい！工作タイムもあ

る他、サンタさんもやってくるよ！

岩代図書館　☎（55）3255
　休�館日　12月３日（月）、10日（月）、17日（月）、
　　23日（日・祝）、24日（月）、28日（金）～１月３日（木）
　クリスマスおはなし会
　　日　時　12月15日（土）　10：00～11：00
　　場　所　岩代図書館、旭公民館
　　内　容　クリスマスのおはなし、つくってあそぼう など
　　※対象は幼児から小学生ですが、ご家族皆さんでお楽しみください。

インフルエンザに注意！
毎年これからの季節は、インフルエンザの疑いによる高熱などで救急
要請が増加します。インフルエンザは感染力が強く、症状が重い場合、
生命に危険を及ぼす病気です。日頃から予防対策を行いましょう。

Nihonmatsu�City�Public�Library

消費生活に関するさまざまなトラブルに対して、市で
は専門の相談員を配置し、解決のためのサポートを行
なっています。お気軽にご相談ください。
相 談 日　月曜から金曜（祝日および年末年始は除く）
相談場所　市役所本庁１階（生活環境課前）
受付時間　午前の部：９：00～12：00
　　　　　午後の部：13：00～15：00

消費生活
　　センター
◎問い合わせ�
　消費生活センター
　☎（24）7200

・流行前に予防接種を受ける。
・人ごみを避ける。
・こまめに手洗い、うがいをする。
・外出時はマスクを着用する。
・室内では湿度を50％から60%に保ち換気を行う。
・バランスの良い食事と十分な睡眠をとる。

38℃以上の高熱や強い悪寒、体のだるさ、頭痛、関節痛等の症状が現れ
たときは、すぐに医療機関で受診しましょう。

11月の
市内商品価格

（お買い物の目安に）

◎問い合わせ�
　生活環境課市民生活係
　☎（55）5102

品　目 規　格 今月調査
平均価格（円）

10月調査
平均価格（円）

対10月比
（％）

塩さけ 甘塩切身100g 177 183 ▲ 3.2
キャベツ １kg 173 167 3.5

豚肉 もも肉中100g 188 191 ▲ 1.5
鶏卵 Mサイズ１パック10個入り 200 198 1.0
みそ 赤みそ１kg 312 327 ▲ 4.5
砂糖 上白糖ポリ袋１kg入り 223 230 ▲ 3.0
灯油 白灯油18L（配達） 1,782 1,700 4.8
LPG 家庭用10m3使用価格 7,888 7,866 0.2

�予防対策�
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乳幼児から鑑賞できるファミリーコンサートを開催します。午前の部は、子どもたちと一緒にクラシックを
楽しみ、午後は落ち着いた雰囲気の中、クラシック音楽をお届けします。

日　時　平成31年２月24日（日）
　　★午前の部　わいわいコンサート（乳幼児向）
　　　　10：30～（10：00開場）…約80分公演
　　★午後の部　アフタヌーンコンサート
　　　　　　　　（一般向・３歳児未満の入場不可）
　　　　14：00～（13：30開場）…約90分公演

場　所　安達文化ホール
出　演　アンサンブル・ディヴェルターズ
入場料　子ども（３歳児以上中学生以下）… 500円
　　　　大　人 … 1,500円
　　　　※ ３歳児未満は無料ですが、保護者の膝上

鑑賞となり、座席が必要なときは子ども
料金が必要となります。

　　　　※全席自由です。
チケット発売開始日　12月18日（火）　８：30~
チケット発売所　二本松中央公民館、安達公民館、岩代公民館、東和公民館

◎問い合わせ�安達公民館☎（23）3721　Fax（23）8203

和紙の風合いを生かしたぬくもりあふれる作品

第18回和紙アートコンクール2018
10月14日に行われた道の駅「安達」感謝祭で、和紙アートコ
ンクールの表彰式が行われました。応募総数46点のうち、
最優秀賞１点、優秀賞２点をご紹介します。

◎問い合わせ�二本松市和紙伝承館☎(61)3200　Fax（54）2688

優秀賞　『挽歌』
山形県　佐藤静子さん

最優秀賞　『嫁ぐ日』
福島市　鈴木キエさん

優秀賞　『波』
東京都　富岡展代さん

優秀賞　『挽歌』
山形県　佐藤静子さん

二本松市文化鑑賞事業

「音楽のおくりもの」　ファミリー�クラシックコンサート

アンサンブル・ディヴェルターズは、1986年に東京芸術大学の
卒業生らを中心に結成。「赤ちゃんからお年寄りまで、誰にでも
音楽を楽しんでもらおう」と、全国各地で年齢制限無しのファミ
リーコンサート「音楽のおくりもの」を行っている。この活動はテ
レビなどでも取り上げられ、子どもから大人まで、『もう一度聴
きたい』というファンが急増中。
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二本松市出身の世界的歴史学者「朝河貫一博士」。博士は、1937年にア
メリカのダートマス大学で教授となりましたが、これは外国の大学に
おける日本人初のことでした。日露戦争後の日本外交を鋭く批判して
いた朝河博士は、唯一の日本語著書『日本の禍

か
機
き

』で、日本のエリート
たちへの「心からの愛国の忠告」をします。
今回講演をいただくのは、東京電力福島原子力発電所事故調査委員会
委員長を務めた黒川清さん。福島原発事故で見えた、今の日本のエリー
トたちの大きな過ちに対する黒川さんの思いが、朝河博士の『日本の禍
機』で示したものと全く同じだったことに、黒川さんは深い感慨を抱い
たといいます。入場は無料ですので、ぜひこの機会に、朝河博士の人
物像や偉大な業績について理解を深めてみてはいかがでしょうか。

日　時　12月15日（土）　13：30 ~ 15：30（13：00開場）
場　所　二本松市コンサートホール
内　容　第１部　平成30年度市民の翼参加者による報告会
　　　　第２部　講演　テーマ ～ 今、なぜ朝河貫一か ～
　　　　　　　　　　　講師　黒川　清 氏（政策研究大学院名誉教授）
入場料　無料　　　　申し込み方法　下記まで電話またはファックス、Eメールでお申し込みください。
申込期限　12月11日（火）17：00　※定員になり次第、締め切りとさせていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎問い合わせ�文化課文化振興係☎（55）5154　Fax（23）1326
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eメール：bunkashinko@city.ｎihonmatsu.lg.jp

全国の小中学校の児童・生徒から2,269点の応募があり、最優秀賞「大山賞」
３点、戊辰150年特別賞３点、優秀賞30点、佳作30点の作品が入賞し、12
月16日に表彰式が行われます。入賞作品については、12月７日から16日
まで二本松市市民交流センター３階・市民ギャラリーに展示します。

未来に羽ばたく小さな画家たちの作品

第８回「大山賞」小中学生絵画コンクール

◎問い合わせ�文化課文化振興係☎（55）5154　Fax（23）1326

大山賞・小学校下学年の部
『たたかうカブトとクワガタ』
二本松市立二本松北小学校
　佐々木　樹心くん

大山賞・中学校の部
『叩く』
南三陸町立志津川中学校
　小野　詞誉さん

大山賞・小学校上学年の部
『ラベンダー畑にいる蝶々』
ぐんま国際アカデミー
　坂下　倫さん

朝河貫一博士　没後70年顕彰事業

朝河貫一博士　顕彰講演会

黒川　清 氏　プロフィール
医学博士。1969~84年在米、UCLA内
科教授、東京大学内科教授、東海大学医
学部長、日本学術会議会長、内閣特別顧
問、東京電力福島原子力発電所事故調査
委員会委員長などを歴任。現在は、政策
研究大学院大学・東京大学名誉教授、日
本医療政策機構代表理事を務める。
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阿武隈の山並みに勇壮な木製のほら貝の音が響く中、白幡を先達に、色とりどりの幡を大空にひるがえし
ながら縦走する木幡の幡祭り。国指定重要無形民俗文化財に指定されており、二本松市の初冬の風物詩と
なっている行列を、ぜひご覧ください。

開催日　12月２日(日)

開　場　木幡住民センター前グラウンド

時　間　　８：30～　各堂社(集落)の幡集合
　　　　　９：00～　出立式
　　　　　９：30～　 幡競走、木幡音頭踊り、

餅つき
　　　　　10：00～　出立(幡行列の出発）
　　　　　11：00～　 治家公園着(昼食、イベ

ントなど)
　　　　　14：30～　 羽山神社着(胎内くぐり

など)
　　　　　15：40～　隠津島神社着
　　　　　解散　※時間は全て予定時間です。

◎問い合わせ�東和観光協会☎（66）2490　Fax（46）4122

写真は、昨年の１月１日早朝の二本松城本丸跡の様子。
１_初日の出がお目見えする前の景色　２_初日の出の瞬
間　３_集まった多くの市民ら

１月１日・元旦、二本松城本丸跡には毎年
市内外からたくさんの人が押し寄せ、初日
の出を迎えています。暗闇から一変、山影
から太陽が姿を現すと、眼下には市街地が
広がり、その見晴らしは１度は目にしたい
ものです。日の出後の天守台では、詩吟が
歌われたあと、参加者らによる万歳三唱が
行われます。まだ見たことが無い方は、ぜ
ひ一度足を運んでみてください。
※駐車場には限りがあります。
※日の出は午前６時45分ごろの予定です。

国指定重要無形民俗文化財

木 幡 の 幡 祭 り

一度見たら忘れられない
　　　二本松城本丸跡で迎える初日の出

１
２３
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10月29日、2018「二本松の四季」観光フォ

トコンテストの表彰式が行われ、『安達太

良山（春・夏）』部門の最優秀賞ほか入賞者

に表彰状が贈られました。最優秀賞を受

賞された作品をご紹介します。

◎問い合わせ�二本松市観光連盟（観光課内）
　　　　　　　☎（55）5122　Fax（22）8533

2018「二本松の四季」観光フォトコンテスト

『安達太良山（春・夏）』部門で
�最優秀賞が決定

安齋　功
よし

人
ひと

さん（油井）

タイトル
「安達太良春景」
（撮影場所：茶園地内）

場　所 期　間
二本松神社下および本町通り 12月中旬 ~ ２月中旬
市民交流センターおよび二本松駅前周辺 12/16 (日) ~ ２/16(土)
松岡若宮コミュニティーセンターおよびその周辺 12/ ８(土) ~ ２/17(日)
根崎大通り 12/ ９(日) ~ １/20(日)
露伴亭(亀谷坂) 12/16(日) ~ １月下旬
竹田見附ポケットパーク 12月中旬 ~ １月下旬
油井秋葉神社前 12月中旬 ~ １月中旬
大森越山(安達駅東側) 12月上旬 ~ ２月上旬
道の駅「安達」上下線 11月下旬 ~ ２/14(木)
安達ヶ原ふるさと村 11月下旬 ~ ２/14(木)
ウッディハウスとうわ 11/11(日) ~ １/31(木)

市内各地で
イルミネーション

寒い季節がやってきた。

市内各地で色鮮やかなイルミ
ネーションが夜空に光る。

空気が澄んでいる季節だから
こそ、輝くひかりは、私たち
の心まで照らしてくれる。
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暮らしの情報
Information on living

今月のごみ収集

休日当番医

休日歯科当番医

受付時間
9：00〜11：30/14：00〜16：30

受付時間
10：00〜11：30/13：00〜15：30

今月の水道修繕当番

今月の献血（12月）
〜400ml献血にご協力ください〜

今月の納税　納期限：12月25日

・急な場合を除いて、できるだけ時間に余裕を持って受診願います。
・小印は、小児科当番医療機関
・当番医が変更になる場合がありますのでご注意ください。

休日緊急歯科当番医は、緊急な場合の応急処置的な治療を目的に開設して
います。緊急を要しない場合や高度な治療を必要とする場合は、通常の開
業時間に受診ください。なお、当番医が変更になる場合がありますのでご
注意ください。

二本松・安達地域　㈱野地工業所 ☎（22）0539

岩代地域　　　㈲佐藤設備工業 ☎（55）2152

東和地域　　　（有）キマル設備 ☎（46）3511

固定資産税 （３期）
国民健康保険税 （６期）
介護保険料 （６期）
後期高齢者医療保険料 （５期）

　献血の際は、献血カード、献血手帳または
本人確認のできる証明書（運転免許証・健康
保険証）等をご持参ください。

期日 実施時間 場所 地域

27日
（木）９：00〜16：30 二本松市役所 二本松

※会場の都合により実施時間を変更する場合あり。

◎問い合わせ�健康増進課予防係
　☎（55）5109　　　

国指定重要無形民俗文化財に指定されてい
る『木幡の幡祭り』。表紙写真は昨年撮影し
たもので、幡を手に走り、その速さを競う
幡競争の様子。身長の何倍もある幡を手に
走るこの競技は、風の抵抗を受けるため見
た目以上にきついものです。色鮮やかな幡
が、今年も木幡地区を駆け巡ります。

今月の表紙 （28ページに関連記事掲載）

12月2日（日） 整形外科内科リウマチ科　小林医院 根 崎 ☎（22）0682
和 田 医 院 小 浜 ☎（55）2303

（医）よしだこどもクリニック小 本 宮 市 高 木 ☎（34）6418
　９日（日）（ 医 ）森 小 児 科 医 院 小 郭 内 ☎（22）3215

ば ば ク リ ニ ッ ク 油 井 ☎（24）7122
（医）幹正会　よしだ内科 本宮市本宮字一ツ屋 ☎（63）2333

16日（日）土 川 内 科 小 児 科 小 槻 木 ☎（22）6688
し ん い ち 内 科 油 井 ☎（24）8420

（医）落合会　東北病院 本 宮 市 青 田 ☎（33）2588
23日（日）渡 辺 医 院 小 正 法 寺 町 ☎（62）3000

さ く ら ク リ ニ ッ ク 藤 之 前 ☎（62）3931
本宮市国保白岩診療所 本 宮 市 白 岩 ☎（44）2008

24日（月）（医）社団実生会　土川産婦人科医院小 松 岡 ☎（22）0035
二本松ウィメンズクリニック 亀 谷 ☎（24）1322

（ 医 ）渡 辺 ク リ ニ ッ ク 本 宮 市 高 木 ☎（34）3311
30日（日）かさい小児科クリニック小 油 井 ☎（22）8800

（ 医 ）辰 星 会　 枡 病 院 本 町 ☎（22）2828
い し わ た ク リ ニ ッ ク 本 宮 市 荒 井 ☎（63）2826

31日（月）（ 医 ）森 小 児 科 医 院 小 郭 内 ☎（22）3215
野 地 眼 科 医 院 若 宮 ☎（23）0024

（医）幹正会　よしだ内科 本宮市本宮字一ツ屋 ☎（63）2333
１月１日（火）（医）慈水会　みずのクリニック 根 崎 ☎（23）5158

JCHO二 本 松 病 院 成 田 町 ☎（23）1231
（医）よしだこどもクリニック小 本 宮 市 高 木 ☎（34）6418

１月２日（水）みうら内科クリニック 羽 石 ☎（22）5512
（医）菊慈会　きくち整形外科 油 井 ☎（23）2627
（ 医 ）慈 久 会　 谷 病 院 本宮市本宮字南町裡 ☎（33）2721

１月３日（木）（医）成美会　鈴木皮フ科クリニック 本 町 ☎（22）6877
（医）辰星会　枡記念病院 住 吉 ☎（22）3100
（医）幹正会　よしだ内科 本宮市本宮字一ツ屋 ☎（63）2333

12月2日（日） 枡 病 院 歯 科 本 町 ☎（23）1990
　９日（日） 伊 藤 歯 科 医 院 金色久保 ☎（22）2277
16日（日） 金 子 歯 科 郭 内 ☎（22）4356
23日（日） こ ん の 歯 科 竹 田 ☎（24）7371
24日（月） あ だ た ら 歯 科 医 院 亀 谷 ☎（22）0397
30日（日） し み ず 歯 科 医 院 東 裏 ☎（22）9090

１月１日（火） と う の す 歯 科 医 院 油 井 ☎（22）8422
１月２日（水） 大 内 歯 科 医 院 向 原 ☎（23）0750
１月３日（木） さとうデンタルクリニック 油 井 ☎（62）0418

■�12月24日（月）は振替休日で
すが、ごみ収集を行います。
■12月29日（土）〜1月3日（木）
　　年末年始でごみ収集は休みです。
※�12/24と、12/29〜１/３の間は、もとみやクリー
ンセンターへの直接持ち込みはできません。
◎問い合わせ�
もとみやクリーンセンター☎（33）5499

　　生活環境課環境衛生係　　☎（55）5103
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二本松
の

企業
Vol.031 ~ 市民が主役。市民とともに。~

ＴＰＲノブカワ株式会社
会社を知る
COMPANY

人を知る
PERSON

仕事を知る
BUSINESS

■所在地
　二本松市太田字守山121番地
■従業員数　48人
■業　種　工業用ゴム製品の製造
■設立年月日
　　会社創業：昭和８年２月
　　福島工場稼働：平成４年３月
■プロフィール
　当社は昭和８年に創業した歴史あ
るゴム製品製造メーカーです。当社
では、精練から成型まで一貫した製
造ができる数少ないメーカーとして、
自動車分野をはじめ、さまざまなお
客さまから高い評価を頂いています。

■マスターバッチの製造
　当社では、機能に合わせた原料配合
を行い、機能性の高い中間原料として
ゴムマスターバッチを製造しています。
■成形品の製造
　マスターバッチは、自社で押出成型
加工やプレス成型加工により、自動車
部品、建築材料などの機能性ゴム製品
を製造しています。
■直近の動向
　昨年ＴＰＲ株式会社のグループ企業
となり、今年の４月から社名も変わり
ました。９月には新しい倉庫も完成し、
更なる業容拡大を図ってまいります。

■社員の声
齋藤竜成さん（入社１年目）
　高校を卒業して初めて社
会人として働いています。
先輩たちに支えられながら、
早く一人前として認められ
るよう懸命に働いています。

安齋涼雅さん（入社１年目）
　今年初めて社会人となり、
仕事の大変さを実感してい
ます。大変ですが、自分た
ちがつくった製品が世の中
に貢献していると思うと、と
てもやりがいを感じます。

齋藤竜成さん

安齋涼雅さん

二本松警察署からのお知らせ
犯罪発生状況（平成30年１月～10月）

二本松
地区

安達
地区

岩代
地区

東和
地区 合　計 前年

対比
侵
入
盗

空き巣 １ １ ２
出店荒し １ 11（７） ３ 15（７） 12
その他 ４ ３ ２ ２ 11 －１

非
侵
入
盗

万引き ２ 27（２） １ 30（２） 14
車上ねらい ４（２） ２ １ ７（２）－３
その他 26 ９（１） ３ ８ 46（１）－20

自転車盗 ３ ２（１） ５（１）－９
器物損壊 11（２） ４ １ １ 17（２）－８
住居侵入 ２ １ ３ －１
そ の 他 11（１） ７ １ 19 （１） ０
合　　 計 62（５） 58（４） 19（７） 16（０）155（16）－16
前年対比 －50 18 11 ５ －16

※（ ）は10月の発生件数安達地区で万引きが増加傾向です！
地域ぐるみで万引きを防止しましょう。
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カレンダー
お知らせやイベントをまとめたカレンダーを掲載しています。問い合わせ先や詳しい情報は、掲載ページを確認ください。

にほんまつ

カレンダー
　　　　カレンダー内の記号　　　　

♥… 健康と育児　　♪… イベント　　　◎… その他
… 市民相談　　　 … 図書館事業　　⑩等… 掲載ページ

2018 December

12月

■編集と発行／二本松市総務部秘書広報課　　　☎0243（55）5096
　〒964−8601　福島県二本松市金色403番地1　Fax0243（24）5040
　二本松市ウェブサイトアドレス　http：//www.city.nihonmatsu.lg.jp/

この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証された適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
で印刷しています。

携帯電話用

｢ごみ収集休みのお知らせ｣および
｢休日当番医｣｢休日緊急歯科当番医｣は30ページ『暮らしの情報』をご覧ください。

日 月 火 水 木 金 土

１
二本松図書館㉕

2 3 4 5 6 7 8
♪コンサートホール⑱ 健康相談⑰ 特設人権相談所⑥ ２歳児健康相談⑰ 特設人権相談所⑥ 健診結果相談会⑨
♪木幡の幡祭り㉘ ♪川本元気塾⑲ 健診結果相談会⑨ ♥さくらっこ広場⑰ ♥１歳６カ月児 ♥親子教室⑰

離乳食ふれあい  健康診査⑰
 教室⑰ ♥おひさまクラブ⑰
♥親子教室⑰ ♥支援センターぷらす⑰
♥支援センターぷらす⑰ ♥すくすく広場⑰

無料人権・ 無料人権・
 行政相談⑲  行政相談⑲

9 10 11 12 13 14 15
♥支援センターぷらす⑰ 健診結果相談会⑨ ２歳児健康相談⑰ ♥４カ月児健康診査⑰ ♥３歳児健康診査⑰ ♥育児講座⑰ ♪市民交流センター⑱
♪二本松市民会館⑱ ♥わくわく広場⑰ ♥あそびの広場⑰ ♥支援センターぷらす⑰ 岩代図書館㉕

二本松図書館㉕ ♥支援センターぷらす⑰ ♥すくすく広場⑰ ♪朝河貫一博士顕彰
♥さくらっこ広場⑰  講演会㉗

16 17 18 19 20 21 22
♥両親学級⑨ 健康相談⑰ 健診結果相談会⑨ ♥１歳６カ月児 離乳食ふれあい ♥育児講座⑰ ♥支援センターぷらす⑰
♪市民交流センター⑱ ♪川本元気塾⑲ ♥支援センターぷらす⑰  健康診査⑰  教室⑰ ♥支援センターぷらす⑰ ◎冬の星空講座㉑
♪二本松市福祉センター⑱ ♥わくわく広場⑰ ♥あそびの広場⑰ ♥育児セミナー⑰
♪二本松音楽協会 ♪市民交流センター⑱ ♥おひさまクラブ⑰
 定期演奏会⑱ ♥支援センターぷらす⑰

♥つくしくらぶ⑰
◎鳥獣被害対策
 講習会⑳

23 天皇誕生日 24 振替休日 25 26 27 28 29
♪コンサートホール⑱ 健診結果相談会⑨ ◎智恵子の生家・記 ◎市民交流センター

 念館休館（～1/3）㉔  休館（～1/3）㉔
◎二本松市歴史資料館
 休館（～1/3）㉔
◎ごみ収集休み㉚

30 31 1 2 3
◎ごみ収集休み㉚ ◎城山プール休館 ♪二本松城本丸跡 ◎ごみ収集休み㉚ ◎ごみ収集休み㉚

 （～1/1）㉔  で初日の出㉘
◎ごみ収集休み㉚ ◎ごみ収集休み㉚

●人口と世帯
　11月１日現在（前月比）
　・人　口　男　27,178人（－27）
　　　　　　女　27,961人（－15）
　　　　　　計　55,139人（－42）
　・世帯数20,037世帯（＋31）

（注：住民基本台帳人口）

11/4_夜空に大輪の
花を咲かせた「二本
松少年隊花火大会」11/10_早朝に

行われた「都市
公園清掃」

11/11_たくさんのお客さまで
賑わった「市場まつり」


